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芹 言

前面 の 課遊 は、派泣年町に、国下経海のﾡXご一妖的経ﾡ造 

の交にっれz、 大さくﾡ化した.

以ﾡは. ホ業の計乱はﾡ別経せまたは幅々の赤旅を理層にﾡられ 

ていた. 現左ぞは旅業計ﾡは/画く &c。 ノzndw。 aaZ 6そozる。 ) の 

全旅米をﾡﾡしている.

し かし計面は時馬に無件づけられた市地ﾡ芝や米ﾡご日ﾡﾡては 

なハ・ しかしすべての森対政米は林米香にもYづハている。

本番はこれに対し てそのﾡにﾡﾡ上ならびにﾡ上て戻順された 
計通恭特を峯理して汝べたものてあり、 こりてそれによって区務ﾡ 

の教音に役立たとよ うこするも のてある。 ホその 尚送 にあたっては 

Diattacc, 月wn4Ax%, Xa.t&c の論次を特に 会考 こした. さらに 

そ の 森林客理馬の 责料も 今先 にした。

ミュェンヘン, 9グ9年2F Mt2AeBc /イantど



結

現代 の 経済的時代 はせ京会休を近U て多かれ少きかれ計面に基ぼ 

之おいており. その計湿はそれを支起するﾡ残ﾡ見督のを項にした 

がっ て先目ご目的別にこ別される。

株*計玉の誤題とﾡ塚も立げられた・ 画ﾡﾡ後包経済の資. 市 

郷貸ﾡのギ人、 番受と株給のバランスがは良にﾡいた殺伏の緊急喜 

炎 は業の計画をﾡ論の余地さくめ逐ふものにした. 「計香経ﾡ 

と経ﾡ計画が-想にﾡわし いかどうか」 こハう 問ﾡはここごはきじ 

き い ・

株茶における抜術ﾡ計ﾡﾡ置は遂が的には催ﾡ. ホﾡ的に本京経 

運 ( すほわち信別京ホ経逆に対する公ﾡ的計風ﾡ成) にられてい 

た・ 「広められた計画課ﾡ」こ「ﾡ々の森株経老を超域した計動求 

ﾡて資際に行われた賢ﾡ」は「土的きぶ業、 旅金系計ﾡ論のぷK 
が行つれるﾡﾡ」を到来せUめた・ 以下の各章ﾡ地のﾡﾡのﾡめの 

ものごある.

妹栄. 妹定業計画のﾡ金、 課ﾡ・ 味系

&金

計画Yは「妹業生ﾡ ホ放以株、 株起業約番番キ足などにﾡ番を 

及ぼU. そいてそれらな括※することな其みるようき、 千ﾡ協為 

のあらゆるもの2いろ.

旅ﾡ:林ﾡ業計湿論立は、 旅業、 林差業計ﾡ○内ﾡ込表ﾡにﾡす 

る論*( L&.& ) の 総括 ごある・

・ a ■
旅業. 休産業計温論は「林米・休ﾡ業計浜の資行に対してめ番き 

方去と技麻的手紙を麻系的にﾡ込する振題を有U ている.
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依 系 ・

計画には長ﾡ的計ﾡと短寿的面. 地成的計品立信別経済的計画. 

函六計乱と回系画きどがある. (商注) さらに旅計動立赤左 

失計ﾡがの別される・ 目的立ﾡﾡにしたびえざ. 株業的生ﾡ計面. 

旅ﾡ的区ﾡ計ﾡ. ホなる 給 風 ( これは現在時 に 望參ごある). 株 

差工ﾡ計ﾡが分念される- しかし旅ﾡ工業計ﾡは勿論、 まわずか 

い か発宝り とい岳い旅差ﾡ学く グe夕 Mt。-イ/twtcacx。 -イッA4 >の- 
部ﾡする .

長類的地ﾡ的ﾡ常計乱はﾡ旅の 場的計 面 (Kd4&Az Pawhkocg)
を今む。 斎点の 的計ﾡ は森林ﾡ計ﾡの中のﾡに森旅のﾡ的

ﾡ分にﾡ係した部分を占める・ それに対応するものとし乙、 光域位 

本林生産計ﾡX 地成的森点以ﾡ計 ﾡがあリ、 これは特に時ﾡの面る 

え入れてられる. 長ﾡ的旨地ﾡ的森株計ﾡは. 原更的には. 高次 

の森旅経ﾡ < FoYsLeinyichLung) にほ かなら おい・

個別的森旅経ﾡに対する受ﾡﾡ旅*計画は左来の森ﾡ経度と同じ 

ものてある。 これは長い伝ﾡとﾡﾡ法ﾡ問的ﾡﾡ立、 なﾡﾡﾡを 

台っている。 したがって森点経理ぼの論義は. 以下の旅推計通論の 

ﾡにおける論送てはわきハ ここにする.

短好的林ﾡ計ﾡは. だいたいにおい乙年々の計画とUものごあ

② ・

年々の式的ﾡ林計ﾡはﾡにホ放ﾡ給計面、 すなわちホﾡﾡﾡの 

ﾡEに関する計ﾡにﾡﾡし、 そのﾡに. 木ﾡ託の確函ﾡ休もまた 

計風の -ﾡ皮部かをなす.

個別経送における短ﾡ的ﾡ年"の計ﾡは. 管ﾡ的点歌汝計ﾡの 

製Y.年々のﾡ業ﾡの製込. そのほかの年々の子文(たこえば 

以ﾡな予ﾡ力の計乱) の作ﾡななとむ。

国際的ふ木放系給計ﾡは長ﾡ的ﾡﾡのもの ごﾡﾡ的ﾡ類のもの が 

ある.

森旅経理においても そうごあるが. そのほかの本計ﾡ論におい 

てもまた.ﾡ銘の西査がﾡﾡ尽てるリ、 そいて. その上に. 「ほこ 

された百曲1 にじて計ﾡが作られる.

したがっる株 旅計 ﾡ論の体系は次のようにふる.

I. 計面顔ﾡのにめの総の餌査

② を卓的加生(各然的ならびにﾡﾡ的立地盗査)

b) よ的査(ﾡ旅ﾡ計そのの資ﾡのﾡﾡ)

I#乱

ﾡ/部 地ﾡ的計乱

A 旅的濁

ヘ 未株の透済ﾡ湿

ュ. ﾡ旅の塚的予案計乱

3. ﾡﾡ的ふ国次区ﾡ計ﾡ、国 際 収找耕遊

Bゝ 株産業ﾡ計遥

a) 受歯的き国穴ホ放供給面、 麻ホﾡ供給計量

b) 短ﾡﾡな国ホ放族絵ﾡ、 ﾡホ区供給計系

> 以徐計ﾡ

ﾡ2部 個別経区に対する計遍

のゝ 民期的計画(二奈牀経空)

b 短断的品

/ ﾡ女計ﾡ

っ・ﾡ*技ﾡ的m

(麻注) DLteYichはさらに、 森旅経の経※救術的計風のために 

「中ﾡ的計面 cmUuPtaZcgeReawz > 之こ別している: 

w2. )/ど&&c Bo乙ot&oht。&xンん&uんu・ /シks、zB. 5L. . 8. 45.
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基歴と形式 :

本旅計画の基愛さいろいろ さ株楽金社 と林産業変針 . 各然協なら 

びに 経 ※銘 立哲本による確ﾡ. 氐ら か Iこそのっと、 こくに行われ 

る次ﾡ哲宏にも xづいて いる -

*ﾡ災のさいに2つの方去がこられる、 そのノ 方は一ﾡ地既に 

対す る地区ﾡﾡ合計画 の作夕ごあり、 方は一支の部か省間ﾡに 

する 地咸的給介計画 の 作製 である. 統合計画 は. 頂にされたﾡﾡ 

とそこから生た具2った一菜の経新属求に対する-産のﾡ楽 

省論支 ごあり・ 同時に一ﾡのな特ふ域的本林ﾡ業条ぞある、 した 

かってその好なは「株業位占らびに旅ﾡボ的汝終v、 他ﾡ業に持す 

る森旅、 旅ﾡ. 旅ﾡ業の関ﾡ・ 造家されるべさ旅業ﾡ目的および旅 

ﾡ米ﾡ目的. Eﾡに対する方去、 にぶぶ.

このよっお地域的はﾡﾡ、ﾡﾡﾡ計画は大がかリ ほﾡ米立詳細さ 

環州的知識を参する • りたがって、 目下のところては、 これが作ﾡ 
されることは話である.

ﾡそは、 地塚的画の作ﾡは個々の部かﾡ域にﾡられている。

旅米. ホ左業計乱は株米ﾡにとく に関係がﾡい・ 旅業政株ば旅 

政的ﾡと紙こし. すべてのﾡ点動せそれに方ﾡづけられる。 ﾡ 

ﾡを達け るだめに旅政立計ﾡﾡを甲確に &頭けするこYはそれ雇登 

系ごばふい、ﾡ町ﾡには、 旅式にはﾡ<の森林経区をこえた5ﾡ浜 

こがぶ意づゞられ. 計五ﾡには詳知さﾡ符的計ﾡ立素が糸ﾡづけろ 

れ る .

株米経送経済せ ば信々の経その煙刑的豆り本いに対し て雄変を与 

える. 紀立包然ﾡほらびに経ﾡﾡき立地賀査は、 計垂の受督云 

に対U て点系&方去がこられないかざり において、 英浅ﾡﾡセ 要失 

寸 る ・

株米. 故装 車計画肅 ほ. ボやの旅系のふかては本株経ﾡと目じ 

ﾡを占め、 したがっそ HUndesha8e ヘの林系ては Betriebsleire 
(経をﾡ)の厳区部分を占め、 Kostler の旅系てはVerbindenden 
forsムwissenschaft/ichen HauPtfえcher (絶合ﾡ旅米彦ﾡ 

ごTechz;k42s Fors twes e2s (旅業表特) に組み入れら九れ、 

c. wa2ne r の休系ては4ufbえvende? Wicaene みと&なe (ﾡ宝ﾡ 

知数介野) に経み入れられる。

計画課題の組微約実行.

次ﾡﾡ査立計画の にめの受は工ぽせるばさら必。

②) 矢紙ﾡﾡのﾡ急的気

一紙的終計(たとえば住終ゝは同契ﾡ庁、 市京ボの統計ﾡ西 

その 他に 卷落されて い る。 こらのﾡ計ﾡ翼は森点維計々林産終計 

もﾡっていゐ. 旅業. 株産業ﾡ の特株ち目ﾡをよりよ くﾡすため 

に旅*、林亜常の 専任 着または里 際 級窗を療く こンが巨的にかきっ 

ているだろう・

修ﾡﾡ甘はﾡ林管ﾡ底の担当ほによ ってられる・ 河 制 (M- 
arK+ordnu29)によって修度ﾡﾡ計は非幣に玄ﾡにほり ・ ー級ﾡ 

浜旅業. ホﾡ業ﾡ の形式が立られた。



ﾡ計ぞは佐々にして、 「たしかにﾡ山のﾡ査がﾡ行されてばいる 

がり かり その組金的ふ反リ きこめこ京票の利ﾡに欠けるこYがし ば" 

しばるっに」という夕后がみられる。 この欠ﾡはﾡ旅ﾡt計(Arhiv) 
と結びついたﾡ点往計ﾡ頭番( Referate) によって除くこ立がて 

きる・旅業. 妹ﾡ業風のﾡ器を行うためには、 株旅経西話にﾡ公 

し 三ﾡ孫き計ﾡﾡ または. ﾡ旅経ﾡﾡ方にﾡ設こルた計面督 

もﾡﾡにきる、 その場合. 計ﾡﾡ方は計費なﾡの利可以外に計通ﾡ 

#を経えず継維的に起ﾡすることも またﾡ理立するように なる。

京 林 産理 域以外 に 林案 的、旅産業ﾡ占紙合もﾡ計を行っている。

ﾡ/部 塚ﾡ ﾡ常ﾡ

術/平 然ﾡ互に対する一ﾡ生玉ボ

第/塩 生塚ﾡ資終摂去に対する原町ﾡマ*

/ ﾡ域的ﾡﾡﾡﾡの区休は「ホ業さらびにﾡﾡﾡ苗 s性きに aい 

て作落に多騒多ﾡさ邸塚」をった一文のﾡ域てある・ このK浜 

には. 地度次ﾡなもの (例: その方だけのﾡ歳可ﾡ性) もある 

b ・ 証之塚ﾡ8もの (ﾡﾡﾡさもの、 例: 木枚齢入) もある・ 

っ. 原的には. 地威的さ計乱のための終資ﾡはﾡ太経ﾡ(信別 

経せ ﾡ)に対すろそ れこ同じてある・ 地ﾡ的思域 大 aくほ 

り. そのﾡがﾡﾡに云るにつれて、 函ﾡもまた増大する・笠に 

「面が大 さいYいう ここがおおまかさを許す」とい う ここにも 

なる・ なんこさば不浩盗さが大ﾡの去則によっておのずからﾡ 

ﾡされるから .

s 塚ﾡ然ﾡ査に対する基点ﾡ逐求:

②) を分m正發さ、 語査はその目的にﾡ毛こされる起えに正産て 

起く てさらきい・ それ以上のﾡﾡは不ぬ受てある、得られる 

精及多くの場合、 た戸艦ﾡﾡにのみ判される・ ﾡ及はﾡﾡ 

さらに置ほ&部分ﾡ査のﾡ支によって夫められる. 大数の主興 

は立くに考ﾡとﾡばふろふい。

b) ﾡ旅経ﾡにおけるのど同隊に. 地数ﾡ計画においてもまた、 

気去は客ﾡﾡに行われﾡぜなら言い・

c) 実悠哲をのﾡ交の比ﾡ可ﾡ性は. 地塚的計面においてとくに 

登ほごある・ 致可ﾡ性がﾡい場合には利点てさない・ 比監 可 

ﾡ性にはﾡ査の-様さと、 そして作業上の尽にﾡしては、ﾡ去 
結ﾡをい るすためにﾡﾡされる一ﾡ浜ﾡ域式の核皮が一燃てあ 

る こと が 帆 妻 ぞ ある。

x 地塚ﾡなま 従ﾡ査は原票 ﾡに次の 3取票を長供し なければなら
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さ い ・

②) 与えら0上旅系、旅ﾡ糸ﾡ資後(本旅添猛底. ﾡﾡﾡﾡ、ﾡﾡ 

旅ホを音さ乙) にﾡﾡ性を与えセばほ らさい・

b) -頃威の旅ﾡン旅ﾡ業のﾡﾡを認故さと、 そいてそれの地民 

介のあ動K係と、ﾡﾡ茶この西ﾡを認数させﾡばきら為.

c) -ﾡの必坂の旅茶.赤産茶の給片党力(ﾡ卒年以逐、 予動次 

さど) にﾡU て解西を与えねばほらめ.。

術2衛 資絵の通※

受ﾡ または摂ﾡされる べa来鑑は各々 に ﾡ像づけ らnれ、 そいてE別 

される・

人 メルクマールによるﾡﾡのﾡか

2) -級台メルクマール

を休ﾡメルクマール、 すきわち. 処ﾡ主立ﾡﾡ係に文にﾡ 

するもの. (例: ある地方の総転服) は. 主ぬ、ﾡメルクマール、 

すさわちﾡﾡ主点に依各しているもの、 (Wl:ﾡ有規ﾡ別のﾡ 

旅経客の給件ﾡ力う 乙は乙別2委する.

b) 失孫ふメルクマール

に別を承するものは：

② ﾡ歳をﾡﾡするメルクマール. (い:気糸、 土康、 ﾡﾡ. 

地位新. 立木良、年合. ﾡ及. 業惑)

© 社会ﾡ、経ﾡ的にや束されるメ ルク マ ール(例: 有程.

有ﾡﾡ、ﾡ米このﾡびっさ、 経海ﾡ立. 土地数左(4-
"" 好/ ), 土地分ﾡ度(Z 2caイuc K22u名 ) ごある.

乂 主撃受素と承動ぼ米による灰ﾡの乙別、

②) 主受受素とは「ﾡﾡ的なものの 把ﾡ にﾡﾡ呂すべてのメルヶ 

マールを合んだ太ﾡﾡ事ﾡ」ないっ. W、ﾡﾡ、 収ﾡ、 旅地、 

地位紙・ 立木度、 年令・ 客政、 業ﾡ、 そのほか・

b) ﾡ』登末(酬次的手素)とは「主撃受素を 洋細 に 論ずるのに 

紙立っ事資」をいう. W: ﾡ林火災ﾡ計、労町着先

C) 比惑ﾡ眞とは「ﾡご目ﾡを有七ず.たゞ主柔受素の解に雨 

いうれる要契」をいう. それは同じほﾡヤまたはほかの次えの 

目じまたば死った点域から氷ﾡする。例; 他のど塚と比ﾡした 

受合の言ﾡ頃成における人コ/ 人当 りﾡ旅面政・

s 善 面 的 開 系 に おける 学 要 の 区 别

発長の ※の ために時系列、 すさわちﾡっ たﾡ町に 対する番ﾡが 

N懸にaる. 例:透去年ににおける年々の4糸資行置.

< 宜来している巨台による愛ﾡのE.
ﾡ査されるべさ思はﾡﾡの百ﾡによって夫こされる、 済ﾡ計 

ﾡ原ﾡ程か. 生ﾡ計乱が西ﾡか. 点ﾡ計ﾡがﾡﾡか、 供給計乱か 

ﾡ当か、 さどに b たがって いろい ろ項ったﾡﾡのﾡ炎之餌せﾡ 

ふらめ. また資ﾡに従ﾡほ平炎だけを摂査とﾡばさらな。それ

J上の ものた語査するのは労町力のﾡﾡぞある、

ﾡ2卒 常ﾡ委の方宏

※総資査は、 多くの場合、 «子的さﾡ々のﾡ料の楽表ぞある. し 

たがつそすべてのﾡﾡﾡﾡはﾡ々の番ﾡからﾡし、 そしそ 幡ﾡﾡ 

に肥係づけられる- さらにその上. ﾡﾡをはﾡﾡ的ﾡ査、 (すa 
わち、 こくにﾡ徴づけろ、 そしてま行される摂査)と特ﾡﾡ産 

くすなわち. 既をのﾡ#にﾡさ、 それをあるﾡ示ご科するﾡ本) 

から反リ立っ. 信々の場合には次のものを乙別せなばほらめ。

/ ﾡ権的ﾡ語査

a) 牀 菽 旅ﾡ業ﾡ計

b) 特別塩ﾡﾡ歯去

ﾡﾡﾡ計 乙森ホﾡ在の 拒運は不ﾡごある ・ 森旅ﾡ計を順ﾡ的 

維計Yみ. またﾡ旅ﾡﾡをﾡ権的終計とみることもてきる・ さ 

ん立な九 ば森旅ﾡ計は 主込い てﾡ各の信々 の 素点経きに ﾡする 

資によってられ、 森旅ﾡ査は主といて、 それき条の対しい 

ﾡ灰をﾡめるから .
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C) 餌ﾡ施行・ﾡ・承示、悟ﾡぞさる人に対するﾡﾡ・ アンケ 

ートさど。

ユ. ﾡ終的資継ﾡ表

・求台ﾡﾡは、ﾡしい豆をﾡをするこめに、 枠の複ﾡを利 

甲するここにﾡﾡする. この新しい平資立は. 古い傘きを新しい 

ﾡ点から経往こ入するこzく 例; 令祭の 総経記入> とﾡ各の女き 

ﾡ計からさらにない番案を計ﾡすること(例: 人ロ/人当りのﾡ 

赤をﾡの 生 > てある。

このﾡ袋労資鑑ご委のﾡ件とし て は次のよ う きも のがあげられる.

②) -袋糸

パ:士生科同紀まく土地科戸ﾡﾡの%ぞ示した記か年、 人ロ/ 

人当 ) 土地科用ﾡ、 所有状えう

・ 市 町ボ統 ( ﾡ 町片 に おける人 口ﾡ計 )

o Einheitswertstatistik(恒 «の市 点 の Reichshzzdertsatze 3
。経を経 ・度触. 所友彩常. 総人ロ/へ当りﾡﾡ面成. ※業 

人マノ人炎りﾡ光面ﾡ. ぶﾡ度ﾡほど)

・政茶統計く庶業. 旅逐業におけるﾡ米ほ系

2) 森京ﾡ計 とえば/タクタ、 /283、 ノタタ、 /Poo. /タ/、 

ノ→ク、 ノク3ク年の咲発点ホセンサンﾡ計 ﾡ計借浜はﾡ分書 

に公表されている。時に小さいﾡを乙( た乙えばホ町対区塚 

zかﾡ市や地方験家の-部) の救子は部分介ﾡにﾡ表されている、

c) 経をﾡﾡ々ﾡ的 き経き計司 (森旋ﾡﾡ) ▽年4 の経送 

計 ・

d) A政にﾡする文年的記逃. 公表物、ﾡ束的記. 経ﾡﾡ歯伝、 

金計ﾡﾡ殊研ﾡ・

ﾡみ条 旅茶権諾と旅え米ﾡ

林業総甘計と林星米紀計は、ﾡ刑経略に対する森旅経躍の 次元名塩 

にﾡ炎するものご、 -皮のﾡ皮に対する状況把ﾡ込事ﾡﾡ査の-ﾡ

ぞある。

ホ業ﾡ計こ 株ﾡ業統針計 U
②) 赤旅政ﾡﾡ立法の資朴マ

b) いるいる旨理ﾡの計重の浜米に任立っ。

ﾡ業金計立旅産米ﾡは. っごのようきﾡﾡをもっている.

&) -ﾡ婚度の旅茶ンホﾡﾡの去ﾡ、 たこえばﾡ株否ﾡを、 女す 

ﾡにﾡぞさるかざJ. ﾡをするここ・

b) さんらかの見ﾡの原面を浜くﾡべること. たこえば東素可ﾡ 

佐にり こその迷未、 たこえばﾡ忌、 北位ﾡ、ﾡ本ﾡ、財有長 

検きYを確こする こ と・

第/缶 ホ求ボ計立旅ﾡ業終の査ホﾡ受*

すべこのﾡ計こﾡじように旅ﾡさらびに旅武業の待もきた、 そ 

の巨ﾡるは =すために -文の基ホﾡﾡ式をﾡﾡとばさらぬ。 この 

基本的ﾡ択はつざのよう sもの てある・

バ と受な女客ﾡ#さ十分きﾡ語について気ﾡとなばならな。童季 

ミﾡ※ﾡふらびに旅ﾡﾡﾡ報資のあらゆるものは本ﾡﾡさ秒ぞと 

らえ、 そいて紙客こしてﾡﾡせなばきら場。

っ 額査された激ほはﾡえに比監司徴かっ特c3leichverti9) て 

左ければならぬ. したがって、ﾡ去さんるべさﾡﾡをﾡ確に支表 

づけ、 そ し て #び力やﾡ伝よﾡに兵ﾡび生じさいよっ にすること 

がﾡﾡごある. た立えば。Mitte lwvald" く中林)といろ言素ら 

し ろうと の 面 ごは 推常に爆鋒をぬて いる,

s. 切な利甲を可ﾡにするために、 すべての ﾡ 2ﾡ曜かっ-安 

表虫に 短総づ けわばふらぬ・

ィ. これらの基な的受永を係証するために、林業計と旅定業を 

は、 の 統計 よ りもずっと多く ・ 尊鬥家の 断灯 を 出 建とする。お 

んYほれば. そこには「株業 般 以外の、 しろうこにはよくわから 

ふいﾡ域」が存在しているから。 このよろふ理占から、 森旅統計 

の当をはﾡに赤ﾡﾡ台条てちければおらぬこンがﾡﾡさる。
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第2術 旅ﾡ紀と点業ﾡ計のZ分

六きにU たがってたYえば女のよ うに乙別する :

条赤状ﾡﾡ計 ・

ホホ価航

ﾡﾡ番徒出計

旅産ﾡ生雇のﾡ計

ユ ﾡ計 のおい手によれ ば次 のようにの別ぞきる。

一般的近きテで終Kのﾡ: だけえばー餒百床板統計 

登理馬維計: たこえぜﾡ株ﾡ度馬のﾡ年のﾡ計 

信門ﾡ名: た乙えばある夕な工ﾡの経そﾡ

3. ﾡ片ﾡ広さによれば次のように乙別びさる。

②) 経き次的を、 た立えば旅点以逐にﾡする森旅経の統計。

b) 光坂的金: たとえば/つの政びﾡに対する株株ﾡ.

c) 国ﾡ的代計・ たとえ/ﾡの森旅ﾡ計、

4) ﾡﾡ的ﾡ計・ たこえばョーロッパ諸国の木ﾡ気易のﾡ。

« 方去によれば、 一袋のﾡ的方去論にしたがって次のようにこ 

別てるる ・

a) センサ スﾡ C大ﾡﾡ査)

り を資 :

個別我奪の 受定(例 :程子版幾予延)

計筆を甲いた年ﾡくW :使氏人 ロ/人当り のﾡ*ﾡ糸ほ 

からの木なﾡﾡ重の語を)

分絡賀左2っう じ たﾡ定( RePrasentativYertahren) 
そのﾡ・ さらに次のようにﾡ別てこる。

。ﾡ型的お個別的ケースをﾡいだ査更く Eと えばﾡ坂 b た 

森妹経をの 舞をによ る旅栄の 政複区ﾡのﾡ査 )

・ﾡﾡにﾡﾡし たサンプしなﾡいたをﾡ; たゞU これほﾡ

米さらがに 旅産来 てﾡﾡにさらさい・

笑3飾 ﾡ旅ﾡ計のﾡ孫牲ど誤認源

ス 特孫佐 :ﾡ点の 状ﾡの総ﾡ把さたゞたんに未«夏にるいて 

のみEらず. 文頭度においてもまた、 の計に比べて、ﾡき的 

ﾡﾡがり ばU ば不ﾡU ていﾡリ (伊:小私有旅) あるいは 氏格 の 

資料が古く ﾡっていたり りて、 し ケ もたやすく薪 想 に 讓春ごをな 

いかさり固ﾡてある. さらに. ﾡ に対するも力上、 営ﾡ誌一袋 

人のﾡﾡがまさに ポﾡ 州署买に頃 し ては特にすく さいここ が搭権 

される、 したがって赤旅ﾡ計にはﾡにﾡ業求門※の広ﾡな転が 

来される。 さらにﾡ業のﾡ計においては査定にﾡらきければさ 

らsい面が多". 方、 旅ﾡ計 上. 株業等門家によってわれ 

る査立は、 しろっこのﾡわしい女ﾡ頃去よりも、往"にいて多 

く の価値をもっている・

> 点業金計こ 株距米統計に おける登大き家環はつ※のよろふも 

のてある・

a) アンケートﾡﾡの作製と利甲のさいの不注ﾡ・ 

潔のﾡ度はアンケート される人こアンケー トする人 の 省と婆 

rﾡ知故にﾡ存す る ・

b) mﾡった料、例; ﾡをった意台ﾡ. 古くﾡ○た赤ﾡﾡ業 

ﾡ. 湖第っ日敘前奈告なゼの观 阳.

c) 不正確なﾡﾡ、例:旅か求ﾡの言かに主そﾡ思だけが系ろ 

れており、 そいて受茨ﾡﾡが示されていふい透合・

4 比ﾡごさない 紙金、 at; 除" 足地の概急 についていろ い 

ろ旨ﾡ等がある5合 ・

e) いろいろg、 時ﾡﾡに一致し互い語査時点、例; 平業 坪及 の 

経透 ﾡ岡がﾡっている場合。

が) 尺ﾡのﾡ峯、例1: ﾡ付放ﾡとﾡ斜放ﾡ。

8) 各々お後ﾡ面る、例:点放ﾡﾡから素ﾡAへの条策・

6) 把ﾡぞきない喜 ﾡや堀団ﾡな単楽。a: 道距ﾡを商送中の



仕入れ受。

<) 気査Kの算にもとづいた色«ほた計の冷及のそ沢。例;貞業 

経を玄去の際におこふわれる本旅ﾡ脈の記ﾡは、 株林婚去よリ 

も不正確てある。ﾡんYされば、ﾡ旅ﾡﾡは旅米の予YT&が行 

3から。

る りろう2の場合、経をﾡﾡが小さくぶるにしたがって炭 部が 

大する。これはﾡ計ﾡ方去の丈死去則てある。

第4ﾡ 林ﾡﾡ計と林ﾡ業計のﾡ類 

祭/意:ﾡ茶的状烈部

株業ﾡ状え査は「-の時支に成立し ている 一ﾡﾡ塚の旅業の 

衣元るﾡ計的にﾡ福す る」立いっﾡﾡをもっている。詳細a、 時に 

国ﾡﾡに重署なデークをも色んごいるﾡ旅ﾡは. っ ざのよ う 伝メ 

ルクマー ルをH査七なば母ら ぬ、 ( Kszt/erS主) による) : 

/ ﾡﾡ赤をﾡ

奈点、 広ﾡﾡ別. ﾡﾡ別、ﾡﾡ検別にこ分し. さらにはﾡ 

音 ﾡ承を系え る .

っ 旅業之近&

旅*ご除(生歴ﾡ除とﾡ長ﾡ除 にこ別する・

&) 孫ﾡ経後. 添は音ﾡ株ルYﾡた、 放よ之と非法た、 正幣 

利百立智Kﾡ利点地. 非科ﾡ. にの分する。

普玉旅ﾡはさらにつざのﾡ負にしたがつて乙分する: 有 

登. 作業種. 二れをさらに次のﾡ武にﾡ徹づける樹種(ﾡﾡ旅 

ﾡ旅別のかはそれﾡﾡは合巨的々てあるが形式上のﾡ占から 

わふい> .会紙(○年冬) ほたは査経紙. ﾡホﾡ彦、 長ﾡ、

(ﾡ注) Kostler,; Die ZuKunt dcr Forsそwtrtschaft,
Tatersン/ra, Berlia,I. /242. 44 、

4w32.vS;Die 6r42dlagen 2vr AvfsteAun2 Von
Ho/2bi/anzen, Berlin /タダ3、

平方位ﾡ( このさい・ 普近の平点値同じように、 平点地 

ほも高ﾡった企熱をまくこンかあるふに主ﾡをそする) . 平点 

的立ホ. さらに放客面ﾡ(ﾡめ、 文素ﾡ川)の記ﾡ.

b) 規馴的ほﾡ遂之&った従長的望ﾡはﾡび旅と ﾡ にこ分 

する。林は保ﾡ経ﾡンじようにﾡﾡ. 糸ﾡふごに分ﾡ 

す る ・

c) 係ほ旅.係文旅は利甲地(王ﾡﾡ同X州ﾡ利育)と非科甲 

にこ分い、 さらに点ﾡグループ別にﾡ分する・

3. ExPloi ムa t,ons#2acAen、旅地とﾡ地にかけ、旅はさらに ・ 

②)利所(正ﾡ科甲地. ﾡﾡﾡ同)Y非ﾡに公ける。

ダ 孫放び旅ホ かル ﾡさ れaい権旅は*重別にかる ・

5 千をっけてきい原始赤、 点雇川にわける・

. ﾡ赤可ﾡ, 云未ﾡに対するものY素ﾡに対するものに分け 

る ・

ク. 受わ b い森点砲事・

ﾡ足地くたこえばﾡ天ゝとのﾡ系にいたびってこ分し. ほたﾡ 

業(例: ク り スマスッ リ -の殻培をしzい るがそれが蘇ﾡ経きに 

ﾡしておらずしたがって旅米に計上されないﾡ合ゝ ¥の之忌的 

ﾡﾡにU たがっz マかする。

名ユﾡ; ﾡ業区蔵紀

林米区ﾡ代計 は塁去に支行された給付込 *来 にわれる ﾡ付 に ﾡ す 
る無頭を与えるものてある. 旅、業収ﾡﾡ計くぶホ桜糸翌銃計(報告 

とも 呼ばれる ) はそれがﾡの浜たﾡﾡ素につ いてど逐丘ﾡ条をす 

る上にﾡギされるかざりにおいて②分する・ また、 計乱2次行の気 

ﾡにピほる系査目与も ﾡﾡtﾡならぬ・

歳ﾡ計上、 み玉さ及小阪のこかと そ○ざのようほものがあば 

られる:ﾡﾡ、 ナラ、 ブナ まこはﾡﾡ広素ﾡ. 歌な広ﾡ樹、 ま 

た、 そのっどさらに同ﾡ. ﾡ枚別にﾡ分い、 さらびに登雲5ﾡﾡ別 

に②分する。
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浜六外のホﾡ保系く列: 公Eぐ廷委におけるもの) もﾡ忍ば 

さらめこYに主えをﾡする。

第3 : 京糸経巻紀ﾡ :

赤業経を代計さ、 そこから経をﾡを込ともに. ﾡ町ﾡごﾡき比ﾡ 

によって冷ﾡの平業乱のための迅京之得るために、 多くは零名 

ﾡ的に. ﾡ々の 条旅経をの «ﾡ的に把坂ﾡき経区経透を之確かめ る.

経を代計はるら ゆる秩ルづられた伝示経きの不可次&神動手段 

てるる・ しかしその成系は. 坂的計乱に対りてﾡﾡさﾡ経営ﾡﾡ 

※が得られるように、比ﾡ可堂さ移ご誘※せねざ岳らめ。

冬き紀計にﾡする理染にﾡき経海きの-部ごある。 したがってそ 

れにっい そ詳給する ことほホ吾のﾡ外ぞある・

ここては計重の こめに特にﾡﾡふﾡ千の経をﾡ的デー9 にっい 

てﾡ造 しよう.

計ﾡの資の と査の ため込、格来のﾡ意収歳のﾡといて、 枚ﾡ 

買にこ分し E年々の木枚攻糸ﾡ行受.

地以的旅茶のﾡ示の予町に対するF袁z し ての 労ﾡ着状ﾡ.

米茶の 経ﾡ状ﾡの表長、 きらびに必艦ﾡのﾡﾡいその・ﾡ入 

支出、点に正しく誕ﾡされた紙収益.

劣4ふ: ホ放ﾡ登終計ど木ﾡ消後ﾡ計.

六放消そﾡ計は一史歯顧く多くのﾡ合は/年町) の各消を部下のホ 

放ﾡそ を確ﾡセ わばきらない. そしてそこから受ﾡ的ﾡらびに短ﾡ 

的な林菓焼. 制 に 対し N 一 足の 終蛤 がひ乱 狂される., すく さく立も両 

なY坂炊に分けて資素ﾡくほ放Y歌なゝY素ﾡをﾡ査する- ﾡﾡ 

の 記込 をう こ*はﾡわ U いここてある .

消ﾡの顔去にし zは5 っの 可ﾡ性がある .

2) 未ﾡ加工(ﾡﾡ木工)経区のボ誓のﾡﾡ。

これはアンケート、 平均版 の 利 拜、 任ﾡ抜ﾡをによる. この 

方法は非ﾡに多くのﾡ力をU. したがっz一殺的には朱z

そふい・

b) 考 板. 境放. そのとのホ半製E(例:銀集慨)のﾡり炎て 

I(イ3ページ◆) から消責を貢をするここ・

C) 次ルﾡのホ放ぶ点ﾡとホﾡ入抵ﾡから計ﾡ的にﾡ低をﾡなす 

るこz・

ﾡ5ほ. ホな復 x金計

ホ成ﾡ所能は各ほ頭にいろいろさﾡ説条燃式冬にすべてのﾡ 

入素板々就木駅半襲議. こ区ホﾡ氏を逐する・ 浜論のさいホタ督 

ﾡﾡ計ばまず※/に比政可ﾡき度を失せねぶさらめ。 したがって 

卷一的籤 激急と尺度. ホﾡ*製氏ごﾡ反木乳Eの会る援、 りか 

もすべzを/つの一ﾡに比ﾡ可ﾡ尺込(ﾡﾡし系放え > 

ご招ﾡするここがほごある・ さらにホﾡ千製品に対するﾡ一缶さ 

ﾡﾡぶるが大切てある- 計五には. -概ﾡﾡとﾡっそ、 通夏運報を 

考及にへれさいﾡ赤ﾡﾡだが預係する・

ﾡ4: ホﾡ価 格章計

ホﾡ価 経食計 は旅業ﾡ湿丘ﾡに対井してはある!金系てい。 ホ 

ﾡ 価冷統計 は経ﾡかﾡ創されており . ﾡ支任格に方ﾡづけられてい

ばいる ほ ますますそのﾡ係2失う ・ 木ﾡ格ﾡ計のﾡ浜ば包古 

経ﾡにむい乙はますます大さく、 そしてホﾡ価ﾡﾡは不面欠の経 

ﾡバロメ -夕 のﾡﾡをもつ。

ホ 炊通経金 はっざのよう町 糸件之式 たさセばでらぬ :

価格ﾡ尿るい D 既ﾡと感の ﾡ公

堂 畳 ぶ 代 我 的 衣 羅. 量堂. 基径ﾡの②分・

榦签量の史載.

「貸登示そのﾡの 系少灰 ﾡに西す る爲別 な愛ﾡ ・

ホﾡ価塔終 全 阪ﾡ受を振 しているのかあるいはたゞﾡに-文 

の経せを把し ているの か、 ※は整に一たの販ﾡ種Yごくわず 

か の ﾡ 減之ﾡﾡ しzいるのか」とか「ホﾡ価 ﾡﾡ計 が経対 ﾡふ毅ぞ

L
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行わんるかあるいは石分早て行わるか」 xいうこ立は、 紀ﾡたる 

経ﾡ上。 合ﾡ的性ﾡﾡてある.

ﾡ7承: そのほかの旅*維立方ﾡ系紀

そ ② 5かの 旅ﾡ統計乙旅ﾡﾡ紙計立いては

体をﾡ台経を縦計(々 の経その経を経済台K矢之相長しよ3と 

するもの)

旅素労&番紀

色z さ統ﾡ栄的生ﾡ余

互どがるげられる-

ﾡﾡさ浜点ﾡを

浜示気 去は-足の 乐意絵会 ごある。 しかU 「そのﾡﾡが主立いて時 

別 の 誤更に よっ て 親我 とれる 丄 とい5点ごﾡさる。ﾡ昼紙塚は直会 

休びるることもゐるい、 るるいはﾡ殊さ巨ﾡに対してはるるﾡの 

/ ﾡ域 ごあることもあリ、 またた、たんに/つの市 ﾡ村て るること 

もある。

本旅更ﾡの 査結ﾡはいろい ろき百的に候5 ここ がごる る。そ の 

百ﾡはあるﾡい地ﾡ( たは広い地塚) の地坂計ﾡで地家ﾡ収意計 

型や一この経落ﾡﾡの示の概算的法査ふどてある。 そのﾡ的によ 

ってﾡ査のﾡ臣込 汽冬がﾡ ﾡ る ・

ﾡ及は数区ﾡﾡの ﾡ臣が増加するにつて踏大す る。 uたびっ 

てす4ﾡく とも赤林詞査の近ﾡ記級においては 小 ﾡ位は兵点ごある、

森旅が査の 矢行ﾡﾡは頃有旅ﾡﾡ話か、も bくはxく にこの百的 

○ため にE易された送ﾡてあ る ・ 森が顔ﾡは ﾡ国の広い作ﾡごあり. 

そ い て それには女多 く の 多 かれ少さかれ5r飽知数をも っ た息氏 か 

埼日茶している。 したが2て項際き栄表Y、 すべての紙ﾡ立記る 

&峯頭 し、 作業逐税に 対する格示を与え. そいてﾡﾡ例を示いた合 

目的的佯常規.釐び法髪である。
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下には例こりて面ドイ ッにおけるノクタみ〜 4年の森点ﾡ去の

めの方針そをあげる ・

目 曲 :

本旅ﾡをは所点垣様>た4 以メ上の 各経花に おいそ各ﾡ業撃位(小 

) 毎 にっぎの 酒釜を冥行する.

ヘ 旅猛忌

>. バ長店忍ンそれのﾡ点忌とのﾡ委質係

3. 地位伝ま たは年々 ノ0における 平占生長 歪、

4. 年々

今 反ﾡ香度 ( Derbholzrorrat)
ﾡを維ﾡのこり まこめビﾡ々なﾡ殺の玉点点ご森旅ﾡ方によっ 

てA同てさるようにするために、 海ﾡ釣に は「画 有点をﾡﾡが各 

樹徹に时して近市森、ﾡ有度撲、 作業ﾡ別につざのこ坂之忍理す 

るという方去によってう、

a) 旅木の生立している旅地の令ﾡ別面ﾡ-

b) ﾡ立ホ地面ﾡ、 すきわち分統されたﾡﾡの面ﾡ・

c) 金紙別成款続破.

4) 年令ノ0年生の時の千均生長丘.

ﾡ分ﾡ査の矢行は「人的ﾡ成Y地資ﾡﾡ成の尽て、 ノタ4パ年/0F
/ 日のボ魚にﾡずいた発/ 国の部査をノタィ? 坪クF/ 5まてにﾡ 

マい、 そしてﾡﾡしいボのﾡﾡを行うような燃K」によって 

行 3 ・
ホﾡ崎 :

^ ・本林、 (旧平有旅 御片株、 をとむ>

2 西ﾡ有旅

②) ﾡみがき理しているもの

b) 画ﾡが悠ﾡりるいふいもの

s. 私有旅

有規ﾡ:

本ﾡﾡのかﾡは. 私有旅に対りzのみ午い、 次のようなﾡﾡに
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分ける。

/ スー/2だx

. /2- 5oだ乙

う た4 以 上

浜豆2たる 下の大ﾡるの森本はﾡしさい

a～of4 の森休ぞはﾡ及のﾡ動ルを行う ・

の) 点ﾡはマッくカラマッ) ・ トシヒCその化の乗は)・ 云 

系ﾡの3 グループだけに分ける・

b) 浜渡においてもﾡﾡにおい て も々級別乙分ほわさい。

c) そのどつりにﾡﾡﾡき平点ﾡ面ﾡ会を系す

4) ﾡﾡは各ﾡ業産位(ﾡ着ﾡ:小ﾡ)るにﾡ在をず.経を全 

旅についてﾡﾡする ・

朱業a :
/ ﾡ旅

a、 中旅

3. ﾡ旅

a) ナラ 制度林

b) そのﾡの:ﾡ断2年以下のﾡ寿ﾡ

4. 原な旅(正幣き経きが行われていせいﾡ旅るきむ) 

保ほ旅にし てはほかのすべての記散Yこも に偏紀台さ爆準 

午は受を西を b. 報告する。

営震 :

ナ ラ
ブナ、

そのほかの必素ﾡ

マッ( ガラマツを巻む)

ト シに ( そのほかのﾡ倍をﾡむ

ﾡ交旅 :

長委林さ記ﾡのさいにﾡﾡﾡ当条び信々 の樹ﾡにﾡ分されるよ う 

に枢坂 する. そのっどの 代表店ﾡの も yにﾡ次ﾡﾡ友-キし て

- -2°-
記こするこ立は. そのﾡ分における矢ﾡのﾡﾡﾡ分年び5以下

ぞあるこさにのみ、 行われろる。

下ホ :

たご普に土係ﾡホ立し てのみ甲い られ. 経ﾡ点ﾡ原を もってい 

さい下ホばﾡ係い さい・

今盗

すzのﾡﾡにおいz. ノo年上の 旅か 2最ﾡの冷紙こする- 
板 史 :

福希$な旅木育成の ために花資された旅木の 生立b てい る ・ また 

は抵ホの行 い) 土地・

戻*は、 そこにﾡ系生立する培義に番るﾡえる. それ2目ﾡに 

系Yもﾡ忌の 生立U さい+地の 五意る 翌長 す る ・ 

高同

ﾡﾡは希に皮ﾡのﾡ会さ系マメ ご示した京ﾡ表意と解する。

F※きくダの山旅活) ご私ﾡ赤のを究Xをとリ ほとめる 

合.小ﾡﾡの&海旅の複ﾡは. a0xyusAu28wa くう女) のため 

の 小、&有術の担坂可ﾡ佐 が借 に函ﾡさ二22を要り、 次の係救ぞ 

ﾡ算する.

C 経の 大ささ

(ﾡ 登) スー2#4 /2 一 5の たそ

(トシに) ・?

(マ ツ) a 3 み 7
c法 ﾡ料 ) . ユ o. s

奈 放 Pn く E n te Peeイmn2&x > :
素枚 のはﾡﾡ峯の請にも生長長ﾡこの時にも ・ 立 ホAx 
(Yoyrr2ts Pes<xed2c ) を。 ※務す るこ*にょ らておこさ 

3 .
d2e/v。 • く/o年の時の平均生孫番)
京枚のおャパ て小太点以下ﾡ/位ご記入する。
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すべそのﾡ入新ﾡの誕委

ノク42年/2ほ/

州代来着から任名をれたBizone (訳者注: =茨糸ﾡ占地Z)の 

を氏会に /タ4ク 3甲にマイ ンのフランクフルトごﾡ-ﾡな旅茶縦 

計生新をにい て次のよ う さ 手金 厚支立方 去 厚支2確史 い た .

エ 紙金 問 支

ヘ 赤茶的径※面渡ほ旅業経客にﾡﾡすべてのるﾡを括い、 そ 

の必は次のおり てある、

A 旅

84. をK
b. 旅Jせ に含 さ れ てい 旨い ホ式 立Zﾡﾡ
c. 優.坊 致、 た>ルﾡほを急む

4 に【愛き含 E経的ﾡ示をも っていさい*面ﾡ

e 落いい各こ経ﾡﾡﾡ界をもっていない石如場. ﾡ土係丘 

砂邸地ﾡ ど

f 森旅経と方総的なﾡ をもっている示モル々理業区こ木 

管釣にこ分てそない不モ。

ﾡ業的土地は、 かにそ が株 未経ﾡのために髪さ索にも. 
合めきハ.

* 旅史; 休木の永久ﾡ生に供されに土。 生ﾡのすく ない土叱

( ことえば係ﾡ旅)々: ホ木の生ﾡをるまり場げふいよ5岳ホ 

¥. 日 面 療. そのとの土ルも旅たに合める。

3. 奥 南越葉林： 二然的あ収義能. カヤ収後可能性が品、 z を り / 
fx 下てるるよう&ﾡ分.

◇ 低株 ; 全休ﾡE経老後の土比ﾡやAだれにする防止の 
立受から行われて いるよ う Bﾡ株.

よ. ﾡ比:

) 主ﾡ崩忍の旅にめ※な旅比て、 *糸、 その主愛燃ﾡをﾡ 

旅するもの

b 株分吹にある盗献ﾡ力のきいﾡ地び、 その大るさか生長ﾡ

のﾡ少を糸件づ乙いるもの.

のと ひ)の 萇蛀 は 別々に 報告する. 立木最かあるﾡﾡ以下に※y 
しらﾡ合にﾡ文されるようほﾡ然たる計ﾡ的さ不地は- この 

ﾡの ﾡ味におけるﾡ地てはﾡい.

I 方法度定

^ 林寂撃位: すべての本系的記設くﾡ承. 巡异生具量. 年々。 

年にお ける通由生花最、陽盛会における平均生及近)は度片素枚 

水系Sm ( 三nnteeesLweterz pey»ぬ々 n4 Rムde)ご行う. 

系校 は立木 f. を2メ系額する こYによっ て年出する、

コ. 伝区分 : 光ﾡこ分は家広公来供以外のﾡﾡごはすこ 

d4z/oe くﾡﾡﾡ。 /ee 年生の平均生要量)にもこづいて午い、 

歌枚必楽ﾡてはそのべたり に支甲されたに歳ﾡの意ﾡ全ﾡの平均 

生長をそにも とづいて行い、ﾡﾡては 46x/z (ﾡ々の平均生長 

霊) にしがつ乙行う.

d46z /ee は 正木建を出 的 せず に 双携奏から 引 用する。 た=し 

そのさい・ 新失こし てノeをﾡり列4 .
う 愛熱旅分; 要新旅分ごはﾡ令ホ、幼々ホ、様比の 無运約外馥を 

それぞれのﾡ分猛旅の計キによって行う. そのさい. 氏盤ﾡ、辽 

木奥の? の名々点は、昔遠 ﾡ全ほ立大長立ﾡさす、

会 次旅 ; ﾡ次旅ごぞ系ﾡ及を進Yいたﾡ缶部分面ﾡのﾡを 

によっそ々のﾡ屋を依告する。 き通、 比年よ"。以下のﾡ意は看 

ﾡし 与い,

多活旅: 多承ぶはﾡ定上のﾡをﾡにU がって年令刑に乙分 

する。 ここてさたゞ土地ﾡﾡホとして三け点いられ、 そいて経ﾡ 

台と示をもっていきい下示はﾡ常. 考ﾡしさい.

6 ﾡ旅: ナラ夏旅とその ほかのﾡ点は別々 に報告する.

巷検； ノ〜4o 年生の林令の 現. 英/種よ慶結満の费積(尬 (/.

レchsv orrえ tes) 之ﾡﾡせずに首計す る.

生子ﾡ、ﾡ年生長ﾡは/〜«e 年生の旅公においも、各々 降 の 

収 援 表の議を感進 に し そ年する. 後ﾡﾡのﾡ左生長要はﾡさし
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中 い・

決 空を におる平均と氏ﾡほ合部の点ﾡをの 絶点 紀牲にり 

て求める・

計算はさしるたり、 未Kメ*ズ行う・ しかし終浜に示された点 

意土ﾡに以べて. 野数の冷き、 支ほ、 きき. そのほかの桜をによっ 

<経験上. とじた式失を掛ﾡい、 千光・ 年限地、 よくWﾡされた 

部山ﾡ、 2っうげてﾡ一台に/のﾡ浜2行う。ﾡゞし非幹に面装 

ほ形. こくに新においてほ、 ちっYぽい減ﾡを行うが. それほ 

く にﾡﾡ乙示さなば云ろさい、

奈点、ﾡ査のﾡ行は、 赤旅ﾡﾡﾡによってすてに規窒されている経 

送が対井ﾡYされているか、 あるいはぶE 赤赤ﾡ* によ っ て規区さ 

れてさい歩旅が安込されているかによって、 版本ﾡにﾡなる、 し 

たが2て下の. 宏点、ﾡﾡの板行にﾡするﾡ逆は. 保旅条案がﾡ 

及されているﾡ送2ﾡﾡされてない径きにっい て別2 に行う。

/編 森旅をﾡ来びある経をにおけるﾡ旅気去の表料

示旅、試をの ﾡ料さ巨下行われ て い る現流遊 震業、 ﾡ行われたさ 

んみののﾡ夕したﾡをのﾡをﾡﾡ、辱洋行われる経を組計, から得 

られる。 じたびって条点をの長然はﾡホﾡにこれらのほのﾡ同 

に a かれ. 特に ﾡを時 ﾡにおける 本ﾡ記込と、氏ﾡのﾡ#からそれ 

以上のﾡ客をﾡするここに力句づけられてい る・

京妹ﾡ炎来の ある怪芝におけるﾡ旅ﾡをの作 美は面 糠 我徳の検会 に 

ふって始さる・

確ことわ去らめもの

a) 洲的さらびに全体ﾡは増共く完知、ﾡ入、 矢塚ゝ

b) かの経客部rTへの移行くた立えばﾡ地への気ﾡ)によっz 
生じたﾡ逸返ﾡ。

c) 受片玉幕く天然ﾡ者びも人工ﾡ新ぞもよい)それと百潟に行

われる地区.

受ﾡ面示の 西査ば株点施茶系ﾡぷﾡY 同じように行わなばきらぬ. 

し白がって/家は悠革なﾡ受によって行い. ノ部はあたリ枚ﾡ 

によって分け三ﾡ点及の計ﾡによつて行う。 ﾡがﾡにさる低合 

にはXも撃さ方去による. もちろん、 ﾡﾡあるﾡﾡ回は利点てさ 

る- 気立ホの産ﾡのさいに立なﾡをどの ﾡ及 ま て考ふするかゞい う 

こ立を経一七ねばならめ. 一般ﾡにはﾡﾡﾡの立ホ及が2み 下の 

新合にはﾡ新を京を計算によ っz 求ゅない方が合百的々 てある・

林地、旋ﾡ対でどの ﾡA の委化によ ○て生ずるきんらかの 送浜 は 

芝ﾡ七なばほろぬ・

朱2項: 献複

a) ﾡ点ﾡ査に対して凶理忘 こ公ぶさされてい るかごっ かとい 

うこYをﾡ伝する。ほNﾡのこかは: ナラ、 ブナ・ そのほかの氏 

ホ広炎樹、 歌ﾡ広来樹.マッくカラマッ)、 トウヒく モミ)、そ 

のほかの計来ﾡびある。 し かい このこ分は天山の言ﾡに対しては 

不ﾡかてある。 bばいばまさに計ﾡほﾡが承小営ﾡ(ﾡ トネリ 

コ、 ハンノそ、 カエデの乙分るそ式する。 さらに、 ﾡEﾡが 

旗々 のは重の内部において もき た、 さらに長ﾡ木のﾡ分を咲そと 

することがしばしばある・

b) ﾡ程ﾡかがﾡか正ﾡに行われているかどうかというこXを確認 

する, ﾡだ単に主受点ﾡのみが、 そのﾡ交ﾡﾡ2なふざりにいて 

こ分されてい るよろなこ立がﾡごはせい、 総面ﾡの%てﾡﾡさ2 
ﾡこと ず、 むいる 各旅分 におい て 各ﾡ震 ごッに o/ な4 ま ご誕査 す 

る ・

c) 愛ﾡまたはN依のﾡ搬によってﾡﾡ 記か に支火が生じうるここ 

に主ﾡする .

第さ ; 令級

森をﾡﾡの冷ﾡ状ﾡは、 求めるﾡについ そ着し く 狂認する。



これはﾡﾡ記ま 三ほ ホ小ﾡ の新婚査によ って行われる.

森杯経 ※の硫承 が約 3o。 た&メ、下のa.
今ﾡ汽の不成町佐の大さい立き、 近及ゃ波きほ どによっz大さた 

え火が生じたz2.
などの場合に、 旅分別の語査が問ﾡにさる。 そのほかの場合には魚 

記祭てえ分てるる.

2) ふ伝後の条ﾡ初め

これさっざのように行Fう。 :

/ 幼今旅ﾡﾡ立ﾡ甲ﾡのﾡ火の確ﾡ. 以ﾡの次ﾡにも立づいた 

当該令紙からの支頼Y ・ 立ホ^ はたば ,〜ao. /～«0年の 

令紙のほにな年する二z
A 派表のﾡﾡ記ﾡ

z の紙後こﾡは「々紙状ﾡ顔去の ﾡ以来ﾡ透U 白好ﾡに点た

. bて、々級のそれﾡたの部分が次の&ﾡにﾡきかえられzいる」 

という授ﾡ*「&級のﾡ部ぞは、 各年に均互記分がﾡ左して 

いる というﾡﾡ1にもづい こいる。

計ﾡ: 20 年に把扱されるいる々ﾡにおいて、 面蔵=全視・x年
5 かその令紀から送し列かれ、 それがつぎの/般上の今ﾡに加えら

・ れる. だ S、b Y は その 令救一整袤序成後 の 年数 である.

例：

/?4ク 年2F/ E の冷級状態以後、 6 年 ( =/ 令ﾡの がﾡ
ﾡし ている・ 抵立木地はﾡ旅されて お り ・ 次状された土ルみAz
てそのうち»メz はまたﾡ立木て あ る ・

条走 %。 る % % ッん。
厶 だz f& f& 才“ 必

ノ4。年2 月 / 日の合級状終 ・ 2 イ 8 2o 4 —
ﾡ立ホたて並林さ れたも の 7 ta-- 一 一
枚番た +3 +-- つ
後ﾡﾡ条 一 -4 ーク 4 -/e _

一 → rと +ク +o
/クイ年9Fノ 日の々妖状魚 3 ス ク 2 ヘク ル

b) 旅分別災

株公W気をは校米さた土之&ごの確ﾡ以外に信別旅か年令に 

する人ﾡ-ﾡ表京ﾡのﾡ意のﾡﾡによる年々の低則旅分的新計 

女をする・ このﾡらしい手令記総にもとづいて々妖一ﾡ末が新いく 

作られる、 

e) 特奈高度

ヘ 経ﾡ兵々が決ﾡ的かﾡ 熱曲 年令 か夫文ﾡ かいう ことを頭 

確にb ・ そい て透合によっそは検ﾡとﾡばならさい。

本旅督をの巨由に対してば透申、ﾡ銀的年令が合『ﾡﾡてある. 

さんYき ば経済的年人 の決こには主 観的ﾡﾡが ﾡに大きほﾡ 

素に互るかろ。

. 非ﾡにﾡ々 さ杯分 (例:ﾡの中旅)ては、 当数林分 においz、 

平ﾡ年ふてはでく. 2○以上の与»を浜ﾡなるﾡ幸立Yもにこ 

別する、

う、 択ど麻やヤﾡふどにおいては、 々糸にたじたﾡ反がみらふい 

にもかゝわらず、ﾡ一性のために. 計ﾡ的に令ﾡﾡさこ分を灰 

する仕系が生するこ*かふる。 系然をﾡする活合にはﾡてﾡ分 

てあるがﾡ意袋反るﾡﾡYしたAﾡ別こ分、 すふわち「-ﾡの返 

経ﾡは-ﾡの冷級に一致する」 とﾡし た支ﾡ紙にもとづくE 
かはもっ正確てある。 中旅てはさらにﾡ区及を夫ﾡせなばﾡら 

ぬ (例; o.>ﾡ圧か形灰されてふい猛ﾡ くu&ecんどawなF2oo) 

は下ホの合紙く%ノ、 きだは先々々紙ゝを番さたす。

%. 收後方 去 の 袋比(的； 枚区式施業から 域木的 遊装 へ の 転) に 

よっそ. 株体ﾡ業矢のﾡをにな2ているま林ﾡ並がどうﾡったか 

2い こ立をﾡﾡしなければ台ら sい ・ た立えばこのよ う s場合 

には、 ﾡ地のﾡこﾡ確ﾡによって検討する.

ﾡ«:位級

2 位ﾡは多2のﾡ会、ﾡにﾡ査されている。それ2線封するこ 

とか' 芸 言 い.
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b) しドしば とﾡがを統-ﾡ8ほﾡによつる天こする受があ

る。 たごしぷ策ﾡ受、 行わ岳2 てよい、 たんこ云九ば々 の京

ﾡ衣のﾡﾡは、地位決ﾡ込ﾡ生及給さに緊係するﾡリー2 に

活音顔ﾡの誤ﾡを 考透に入れ る 2一 あまりい ちじるしく ってい

さいから。

たとえば与々 /oe 年のトレヒ の平占 席冬はっ ざのXおり ごるる。

(本ﾡ表) c ル 、 紙I 皿
LoreY ううケ タ / の 0.4 /5ク

Yiedenann A 33e 2ス e . o ス o /久 2
wLrtenber? 年 4 く イ ス そ /ク2
ehr hard sx 4 2. 2 ユく 2 ノス 3

SchwaPacク s 夕さ >よ o /久 マ

Baden 3つ. o 、2 > 2 22 /uタ

EYavnBchwea く o 2み2 / o
d8Z -仕ﾡくﾡ着; 平生長長ご示し た位ﾡ 乙分 をI一T
た位級にﾡ算する考ばﾡ難ぞある・ その場合には、 そのっど、daz 
ﾡくﾡ着ﾡ: 年々ノo。 年の午均生長長> をな歳表における年令/ 

年のﾡ爆立比ﾡとなばなら さい ・

な ﾡがうﾡﾡてしかも上、中、下c b、z. 3) のセるて示さ 

れているﾡ合には. それはよ段商の本ﾡ来にびばつざのようなﾡ 

ほに一致し、

I 10 Iグ
く約工正) <ﾡ面) (約皿>

4夕催の本意ﾡてば

(約I) <ﾡI) (や面) に一致する。

c) 地位賃式こ方去はﾡ一せなばきらめ。 多くのﾡ台にはﾡ愛ﾡﾡ 

ﾡに位ﾡこかをすればﾡかてある。 b かしﾡ次ﾡﾡﾡ区ﾡされ 

る場合には、 これらをおのおの地位級区かとなばきらぬ. それ 

ﾡ時にこれもまた査ﾡによっ乙午われる。 しばしﾡ甲てき、 な

-37- 
っ業をﾡ並するﾡ町千ﾡYして 「ほじ立においてはナラはプ 

ナよ9 b的/ ﾡ仕ﾡ く、 トシにはブナよりもﾡ々 魚ﾡ 、 

マッは/ 地ﾡﾡい込いう ここかあげられる・

笑よほ: 立ホ会

立ホﾡが浜点ﾡ茶条にあっているか込う か立いろこツを検基せo 
ばなら旨ハ. 住々にして立木ミは非常に公い- 立ホﾡもまた六# 

処く係ﾡ、 層区)のﾡ塚によって云することがﾡズさない、も 

ちろん、 ホﾡのﾡ少ばしばしばﾡ大評ﾡされている. たこえば立 

ホ及が約2/位下するﾡ. 約 0複及求ヶ がﾡこさ れる。 ミんこ 

さればこれくﾡ看ﾡ: = グ ) のﾡ半分ほ生長によって青びﾡわ 

るから - 方去株ﾡﾡには表旅について は. すべて の塔種の 番上 

のを渡る全面ﾡに検算した主ﾡ岩ﾡの点速表杯意Y以職すれば、 立 

六及Yをに対し てはえ分てある。

立ホﾡは日当り のよい 旅分 ごはﾡ小評価さ 、5険の 株分 ぞは返 

大評話されるほ点があるここは注ﾡをﾡす る。 高雇別人ﾡ別にﾡﾡ 

づけら E鋭- ﾡ日立木ﾡを風こす る こYはEごたんに未に短ﾡ 

なﾡ一千ﾡてあるにすざsい。

4承: 株木名康

ﾡ 左孜 ほはﾡ震別. 合ﾡ別のﾡくあたりﾡ思きらびに全なの春ﾡ 

ごある、 「政区、 ¥ﾡ木のﾡﾡがﾡ良を倉めたものかﾡ皮を倉ま 

いものか、 ﾡﾡパ かﾡﾡパュか、 そして複失のささ い 

う よ う ☆ﾡﾡも 玉た末こをほする。ﾡホﾡﾡ が孫ﾡﾡ業系に 示され 

乙 い る場合、取 舞 が生 会 ノ に等し い時にこ れな浜受セずに転甲す 

ることがぞきる。ﾡ終が生長長ご翼っている受合には. っさの公式 

にb たび って 巻 讚計 章 を行う ・

く逐去のきユ)-(太ﾡ)+(生Kを) =(ﾡ権ﾡゝ 

もり点ﾡﾡが森点業素に系されていきい最合に区、ﾡ林ﾡﾡの 

麻 にはは、 こかされたﾡﾡﾡに. そして人盗 別に、ﾡ表ﾡなﾡにじ
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きﾡを行うこがてるる. このﾡ、 エホ及の正しさはくにﾡを

てあり ・ 央 更 招 ご ある.

計ﾡ ( Derbholzbercchnun? ) のﾡ同 の ﾡにはい わゅ る ﾡﾡ 

生ﾡ著ﾡく achyvchs yor ratcs)の計ﾡが受てある- さんv合 

れば本林、顔査に対し ては平ﾡ上お左U ている旅なﾡﾡが問ﾡてある 

から. 幼々点分におけるﾡらかの京枚表ﾡるﾡﾡば忘ら 忘い .

ゲヨ. ( Ln 8 )
支経伝 L タク 2う 2 c

I — ? ・

ロ 4.o — 4ス2 ・
ク I 43o — 2 タ ・

v 40.o cz 以上

京ﾡﾡの さいには受ﾡホの ﾡﾡもま たﾡﾡごある . ﾡダ. (US-Z0ne)

項 ﾡ径ﾡ

帝後Y炉ﾡの比ﾡ務条( Angleichun9 ) に 乳極積と千駅される

ほの超ﾡの拒ﾡづ けがﾡ逐てある。

の) 資径紙乙分にっ い z航-がさばならあ

ﾡ径杯の

例4、 c K4nto7 @rauhUnden ゝ

/ム ー/タタ cz 二友名階 ノみ )7 査径級工22 - >3.2 ・. 三 " マ ノ

2K ーコクク ・ -・ 4)
みーシ4 ・ =" o7・I

= ・ 3名 J
34 一322 ・ )
ダ。 - ? = ・ イマ(

イメータクタ ・
・・ 「'ロ

4&-54? ・ -, so
牛2一よケ? ・ ' ・ よ4 ・J

研 フ.く Knuche/ >
支後紙 L ノ4 ー ダ cz

・ I ・メ ー 36 cれ

4 - ケ2 ・
・ 正 よ ― クク ・

» T ク c」上

0--/よC7
ノ4 ー ス ・

ス4 ー うケ "

34 cx以上

b) 主林木 ﾡﾡ木がﾡ査されて いる かごう かこい5 ここを放ﾡと 

セばきらぬ・

し かし後ﾡはﾡﾡﾡてある。

c) ﾡ径級の配分はつざの方去によつてわれる。

へ A般別にわけた小和ﾡのぶﾡ之ﾡK 漢 ﾡ
う. 平均ﾡ径を系U たぶﾡ来・ Sムzeuazas4cP22 (例 ; Mi- 

<scnerlich による 乙るする。

う、 っざのよう旨経安的救値: これは「Sムreuu22 (バラッギ 

が-ﾡの去町性之もっ そいる いう話条にもずいている ・ 

地 級 が佐 いほど、 そしてﾡ分可ﾡ性 (Avsscheiduz3sverzg?ez) 
が小 さいほゞ、 647ezuz8は次い・旅分 がえ々 ごあるほご、 

S<reuun夕は絶対ﾡには広くきるびﾡ的にさ くさる。 

それは次のよ ろに分布する、

トシEI-IY (3o.;平ﾡ五径くcxうよりも、ノ2年¥位て 

プ ナェーェン 示した年々数だけ小さい。のを経.

マ ッェ-T た立えば平均重社oc、年々よ年だ

込する立. そのうちoが. o(ゲ- 

よc =25Ct
i py.; 平均支ﾡ



4
|過 ; 2年単ズ示した年令意だけ大さい 

I 菱経.

トサヒローT) 「うクッ: 平均直経よ リ も2年ﾡ位で示 した毎 

令だけ小さ い直経
プ ーT>イ e,: 平均式ﾡ

ナ ラIーT Pッ,:平☆吉矢よりも/。年撃ぞ示した

会含 ェ-T 々にけ大るいま名

マッブ ノ

み そのほかのﾡ本喜ﾡ

占民ﾡく年生受そ、 平均生そﾡ ぽ卒年必ﾡ(主ﾡ政塩、 "依 

点ﾡ-メ乙 あたりおらびに全必のも の、 京ﾡき たぼるホ>とい っ 

たよ うなそのほかのﾡﾡTについてﾡるるき ても さい、 

ﾡ年外約系来く家着ﾡ; た立えば占脈ﾡによるﾡM夕ﾡ) 百ごの 

合にますきす高没に. 「友株町ﾡ佐(収糸列乙のﾡ、 ﾡﾡ可ﾡﾡ 

の座ﾡ」ゃ「»そ生 "の大ささの」にしたかって 孫床経立 を 紐級 ゴ 

することだんにん登客にふって来z いる-

例:&) 収糸に緊登之ﾡするもの

b) 大た旨ほ失を件わずに状可ﾡさもの

c) 大2はﾡ失を伴って々ﾡごさるもの

d) Kﾡズささい麻か

の超位ズ 旅か をこかすること。

先2ﾡ 森旅席米天 がさい 経そ におけ る 本林、ﾡ左の ﾡ裕、

株点ﾡ米ﾡのふい大経きにるける六孫誕査区す4 さ4Yも . ﾡ 

な浜旅ﾡ糸系接京と ほじぞある。 bかしﾡ旅た米ﾡの さ い小経送 ・ 

おいてば、ﾡ旅部査はﾡ 千特 のものてある、 これについてのみ. 

論じよう- 

a) 般施、小ﾡ旅ﾡにおる赤林ﾡ査はﾡﾡ的な赤ﾡをﾡﾡ旅ま

たは特孫さ ﾡ玉験店によ っそされる・ 国有林ﾡ尽による 

ﾡﾡ資行は権ぶある株ﾡによる係証を支味する、 しかしそのよう 

s課置さ. 零の経送断歌や管ﾡﾡﾡをﾡ振し ている きﾡ戦ﾡに 

「ﾡ系をﾡ加するこ立によって し か行ごるさいよ う a余分の柱 

率1をもたらす. それ立ほﾡに「未林ﾡﾡのﾡ孫宮表ﾡがﾡずし 

も すべて の 森林管理局に &い丄 Yい う 玉依がﾡする、

精 殊な 拇種换版 の ﾡ受に二れらの 燈をﾡけ るこ立がてさる・ 

これの 短済ば増洋 Yﾡﾡが重姓な こYてある・ すべての※いい常 

ﾡにﾡ合いている回ﾡは、「こ の よう ま 辱狐き底我海强 微織 に 激 

総的ぞあるよろ旨云い発権」がﾡ置におるﾡ、に慰的に 囈大す 

る. 赤旅施茶 がﾡ及 されて いSい森旅における 本旅ﾡﾡはﾡ在あ 

る統区塚京によ っ z 経透にされる -

b) 去

本点ﾡ栄ﾡがﾡﾡされ ていgい 森麻経、 bたがってこくに小 

ﾡ送やﾡ点経送に おける 赤ぶﾡﾡの 次には.及賀ﾡ にコっの河 

改がある。

久 x人的方法 (ﾡ各台方去) ・ ﾡをの メ ルクマールを経を別に 

ﾡ査い、 その 表総益す ② ・

2、 厩地飽ﾡ去(分旅ﾡ去)。ﾡ去の メ ルクマールを、 森株経 

2ﾡﾡ係に一ﾡのﾡ域く市町対、 Eﾡゝにっいて ﾡ括ﾡに 資 

査する. 違加ﾡにﾡ別経区への配分を行っ-

c) 一概ﾡﾡ来

^ ﾡ査客系は、ﾡ素ﾡのﾡ放されていない糸べにおいても、ﾡ 

業のﾡ政されz い る孫旅における場合立ﾡ則的にK じズある。 

それはﾡ可ﾡかっ 総括 ﾡさﾡ盛結ﾡを得る性手から生ずる.

ュ 非常にい ろいろな分ﾡの気ﾡから舌る大きﾡ協同糸ﾡが 

ﾡほされるこ»かし ばい ばあるの ご 森林版業果の3 い 経延 に お 

け る旅林ﾡ査ズはきさ に、就念N 記号 を赌 に 正確に 定象づけ、 

そいてﾡ確に系さﾡば旨ら含い。 このよっち場合には矢行接符 

のﾡ別ﾡ※細戦ﾡも ﾡ所す る 系びあ る. このよろ含京確にす



るるの あるだん としるは、 「森旅考 えられる段系(ﾡ;ﾡ 

予において)」. 「ﾡ交六」「ホﾡ」「坂産 矢」きゞがるば 

られる。

3 小私福点においるぼ各永客委ﾡをにンくにの2をほく。 この 

さいにはﾡみﾡﾡのﾡ人ﾡ語査、 ほたば与んらかのﾡﾡをもと 

にb た顔を( たンえば責ﾡ的ﾡきをﾡを法辞にし たﾡ査> が行 

われる.

4 . 普・ 商此をて経みされているような川派旅やﾡ別経をに 

おけるﾡ設乱(般項査)ばﾡ別旅分ﾡき面にﾡﾡずら 

れる、しかし必坂ﾡ婚をてば、低紀計面もﾡﾡとねば百ら書い、

4) 作※受長の例:

(ﾡ人ﾡ方去に対する、バ4 エルンの非Kﾡ林ﾡの方夫)

4 未林町海者のﾡﾡくﾡ旅玉. 型登ﾡ、 税務所、 土地登紀弥. 

ﾡﾡﾡ有ﾡﾡ合言Yにある記ﾡによ る)

ユ 森点ﾡ有面ﾡの資査(ﾡ旅ﾡ倉の記祭、 土台、 上のﾡ

/ にあずた所の記係やﾡﾡ)

3 土色ﾡにおけるﾡ旅の記ほ

夕 土地の召信に通じた人の矢来次て森旅を受来するこX- 起ﾡ燃 

支群の候同、 以ﾡから旅ﾡぞある土ル立対U くﾡﾡにさつた場 

の確認。ﾡ、営程、 々、 立ホﾡ. ﾡﾡ可常性。 など 

にもとすいた赤旅の旅分ﾡめ・ 自已馬冬の離运.

よ. 内業・区の仕上げ、 派終ﾡさﾡ株X、ボを坪念そのの記入

< /人の所有の森林有Zﾡナろあらろ救事浪多ﾡﾡし 

た経遂 用統の完及.

/ 町Tﾡ の 森旅ﾡ業 条のほいすべての 系旅 にKするあらゅるﾡ 

致を示し た各市町村別ﾡ必のﾡ。

ﾡ5章 小地域のﾡ査

小地の旅業ふらびに林ﾡﾡのﾡﾡのﾡめば、ﾡ否優別ﾡ超

(た込えばﾡ条と旅条の権合にﾡする芦量、 あるい は 狭い 地域 に 知 

するホなﾡﾡﾡくo/b;/anzen) の作夕に町する耳ﾡ)のﾡをの 

Eめのﾡ計啓ﾡな特奈気査てある-

ﾡ去ﾡﾡﾡﾡによ ってﾡちる、 が順ﾡにきるのはっざのよ う百 

「頂である.

2) ﾡ生こﾡの歴束、それのﾡ革、ﾡ業のﾡ軍、ﾡ株ﾡﾡ支くﾡﾡ 

峯えの分ﾡ. 株坂権評西なビ) 比賃堂的状充. 堂兼、 土地評

価のﾡ票. 東業光可のﾡ百

bゝ 巡葉的関孫、終落現旗冽あ負、ﾡ有着数、 家福のﾡﾡ込頭糸、 

経客ﾡﾡのXW、 消商ﾡﾡY位玉、経後長、ﾡﾡボﾡﾡ人ロ/ 

人当り 番ﾡ、経近 単位価 版 の よ。

c) ﾡ業K係、 本茶を所ﾡ する経き数、 低2の経ﾡの赤旅る、総 

人ロ/ 人当リの本ぶ. 麻林の年令 别、掛惑H、止 本度などに も上 

づい左雄区. ほ已朝雲の礫腕。 ※素ﾡの名場。森がの紅か火ボ 

支ッ太の形常(4: 毎長 いﾡ状) 

ﾡ#はﾡﾡする一想ﾡ維計、ﾡに点孫源をYの比ﾡ. さらには 居 

ﾡなﾡ査るある- (おんこさればじ系さ手ゝがしばしばげてい 

るから) ・ ほに千ﾡYして倍ﾡごさる人にするﾡ頁はムにそ 

ごある- ﾡ旅状ﾡの 語査に してば、 zく に点生諾片ﾡ(く&verschmt 
を長味するよ う ・音料く 0rientierun2s8an2e ゝが凶ﾡに伝るて 

2もあるか、 しかいそのよろなﾡにはﾡ盗さ方ﾡぞは言くその代わ 

り に必ﾡ方去が込らる。

第と辛 木炊帝給ﾡく ホ均衛来ﾡ計 Ho/zと/anZS- 
<&tisムiK> の時孫事項-

水な均衛表ﾡ計くﾡﾡ性: 木故需給統就)ばﾡ々のホな均ﾡ求( 

者性: ﾡ2部ﾡ5条参ﾡ) らびに 浜ﾡ路せ水ﾡﾡ表 に対する資 

冷る斑咲す る ・

ホﾡ均筑求茶計。 ﾡはっざのよ う なも 0ごおる。
«二
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2部 計ﾡ

計から系めたﾡほ長

超够 の区出による左ﾡ要

隣人ﾡ計と義入Xにさ る略入ェ 

山ﾡ計立ﾡ払ﾡﾡによるﾡﾡま

赤京ﾡ計・ 保旅ﾡ年、 おらびに特赤ぶ話ﾡによる生ﾡﾡ.

8413hえUS によれば、原係ﾡほホ放占新先計にしるめﾡさも 
のばっざのとおり ごおる.

A 生星可ﾡの 確認の Pめ に

エ 表ﾡ立して

々系点る点、 うﾡ段または点及隣. 3生え、 4点ホﾡﾡ、 

よ令級2ﾡ経紙.

I. 理吉 受としz
作常及、 み.予木忌.う系ぶﾡﾡ矢ﾡ京状. 一■営越機. 

ケ玉意ﾡα .本さK保 ス盛着町ﾡ み陰送え.

B 軽客の確極のために

ヘ ﾡ孫の ホ林な忘Y旅糸ﾡ収意 

ホﾡの鈴入Xホﾡ浜のﾡ出入 

う ホﾡﾡらびにそのほかのﾡ産ﾡの※ﾡ

c. 旅歳Yﾡ逐以外の登受はW承の確ﾡ( ﾡ変ﾡ査Y いろ糸件片ご 

ん 有ﾡ別の 品承区分.

み、 赤麻を糸ﾡﾡ放状え別のﾡ積区分

3. 一ﾡの経区規ﾡにも立ざいたﾡﾡの分 

«,森旅面ﾡの一たの大ると怒別のﾡﾡE分 

よ ﾡ状

久 諭一状苑

英/ﾡ 一級釣き評ﾡ方去

朱められﾡほ からぶ計乱作糸の 巨ﾡにたじて ﾡ受&知故と版を 

かわぜなら場-

このための方法込し て誓予く Abswertun3 )がわれる、 それに 

ついて

千塚ﾡ(ﾡ/ 次評そ ) ¥

主評ﾡく第>次好そ)

之区別する、

第ノ節 千計数

②) 予評ﾡは集められたデー9を一ﾡのﾡﾡにもこらす、 ヂータほ 

ほりかけられ、 乙ﾡされ。 そいて-ﾡの分点を行わなばならめ、

このﾡ#ﾡﾡの巨節は権ﾡのﾡ要. 共族住 メルクマール. 町登、 

をﾡらかにする ことてある。

それにふいて主評登は. 立ﾡするﾡのために千評登ご得られた 

ﾡ硬をﾡ合 するこ立てある-

フゝ 予評のおもふ浜ﾡばグループ形ルご系列形政にある・ 

F/asKtmper(ま"さ グループ形政の系に4っの法ﾡ電長か 

区別される・

X ﾡ告の細分ﾡ、 すふわち、い かに紅かく ﾡ科をこかし さけ 

ぜさらきい かンい 5 こ ・例: 条杯磁着をYん sﾡに&別 

するか。

2、 グループ形ﾡの多及ﾡ、 はたほゲループ形政のﾡﾡづ、例 

: 金 載を 金 般に維. 級づけ る こ と •

ョ グル- プ形 成原 ﾡ、 すﾡわちﾡ々のゲループの間の ほ然台 皮

所、次ﾡﾡ) P. F-ム2 Kaやec ・
B_ec&u ノク«夕、 5.24AP

A イ4a&nec～e S そaれ。 乙 ペ、



-45-
づ, ダ; 旅ﾡ町えのキ念刑区分

/ ﾡみ合と原ﾡ、 すさわちグループ之いろいろ&メルクマール 

にも乙づいてﾡみ合わせるこz。例: おもﾡﾡﾡの継ﾡ(永欠 

的. -時ﾡふど)業的有. 性刑. ふごにもYづいてﾡ点所 

福看表をﾡ念づ ること.・

c) グループ形氏にっざのようさﾡﾡからおこなわれる・

ス 政治的ふ行古上のﾡ尽にも込づいた汚竹的、 た地理ﾡ点 

ゲループ老ほ。 二の観尽にあらゆる一ﾡ的ﾡ計にるいて天史ﾡ 

てあり. 行改ﾡ区、 市ﾡ点ﾡ乙. 気ぶビとして滾势注域区彩底 

す る ・

2. 各総的グルーズ秘部にもYづいに場ﾡ的. ほた区地理孝的ゲ 

ル- プ移成(例: 平. 山伝地$. 共メﾡ経送区ﾡ>。二れらの 

各ﾡﾡふﾡづﾡ所の承づけ継ぞある、

3. 社会的. 経済台、 交重ﾡ特的、 そのほかのﾡ点にもYづハた 

狂的与らびにﾡ的コ評的グルーア形反・ これによって度業地 

*、 工業ル寺. ﾡ予. ﾡから之いﾡ. ホ放生ﾡ地やさ 

こm乙Wるれる-

4. 展 定 右 グレーブ 形 成. ﾡの時暦的ﾡ浮づけがK係する。 た 

立えば居年が天記的ごある か会計年及ﾡこ的ざある かどう か 

さらには及ﾡる叔するためのﾡ系烈形区。

s. ﾡﾡきグループによ○て点立六ﾡﾡき邸ﾡ2ﾡﾡに尽 

立た←るためのﾡ歌グルー プ形京・

A 条的グループ形阪・ 独立的弓ﾡ給各ﾡ台ヨゲル - のﾡﾡ 

によっ< -ﾡのﾡ域の経ﾡﾡﾡが復立的なﾡ立い て考条される 

覧の一の中だﾡから・ ﾡ中的さサーク ル形灰またはﾡ応の 

対によって. 中から立い地やいにある ﾡ済領域一A 
総のこめに枝区され乙いる経ﾡ4めや係ﾡ( たとえば大海ホに 

おける保ﾡ) のためにﾡ岡され乙いる 経済領域 -ガ'徳 ﾡされる 

古ﾡ的は店 象絡 a例はケェ -ネンの ・.私立町" てあリ . そこz 
は旅業区都干にﾡいﾡa サ-クルに受し zもる
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4) 玉ﾡ隊ﾡCか(灰着ﾡ: =片ﾡ.経※、 Gごのﾡﾡの離層こか) 

ﾡﾡ商ﾡ こ分 < 今xcaenとムooacx ) 町応的で登的グルー ブ形ほ 

の愛惑てるり、 そいて. そのよう な運紙的 な(ﾡﾡのさい) メ ル 

クマールてある. 大きさ振のこﾡは多くの合特にきるては5く 

そし ては裂な袁ﾡメ ルクマールをモU くﾡするつめの活ﾡる験 

左ごもある・ 点ﾡにこって登客き例に所右ﾡﾡく Betuo&egsoat) 

の面ﾡ踏惑乙かてある。 その立さ、 受ﾡきこ立は史ﾡ尽の起入( 

こえばっ-伝、 こいう合の々立かケ立かいう女子)をﾡﾡに 

するここぞぁる。ﾡ確ふ分きこはたこえばったぷ下、コ之起して 

～5た4 まざ、 よをほして/oA4 まご、 ふごるる・

2) 例本の形ほ・ 経対井ﾡ数店 (例l ある国の木放 は 孫重) まだ 

多く の ものを係い ていほい. 経的数使とほかの絶対的数店に 

K運づるこ立よ っ て比例なく Yot クa/tniSz4h/en > が生ずる

ﾡされる監 ( Mイ 4.ae otduc パイ e4L > が基ﾡにFる。 それはノ 

ノ "ク 、 ノpe。 に等し く おかれる ・

それ F2o K& ペPtr によれば次のよ うにこﾡされる :

/ ﾡ阪比例核 c 今liedruz8sza n/en) : か 類ﾡ分 化に対する区 

係において 阪立するようふﾡるに K遥づけ られる故店、例: 森 

杯皆ﾡの総支Aに占め る労長の・

2 .N駄比例数CBeziehun3Sza»/en) :並列協まﾡづ"(- 

ebenordnu1g)においてﾡﾡの長ったも の の問に反立するさ う 

互ﾡ乙にﾡﾡづられるはﾡ。 例 : 浜林浜ﾡ た4 るたリの

紙林算働若致.

3 ポ数く Mes5zan/en, Nes5ziffern, /〃ね/ z2カ/e") : 並列ﾡ 

ﾡづけにおい てﾡﾡの冬し いも o のﾡに戸立するよう Sﾡを

にKﾡづけろるﾡﾡ. 例: るる-ﾡのの以糸音(=e> 
にﾡﾡづけた別の手の坂係愛-

P) 平点店。 平ﾡはﾡﾡ的ﾡﾡの比監や区かに示可欠てある。「平 

均値 かバ ラ ッ冬にU て ﾡ分さﾡﾡを与えないﾡ特 にバ ラッ* 

ﾡのﾡﾡ台ゞタバラッギ穴部のかﾡもまた致客びあるよろな
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ﾡ」に千灯ﾡにﾡﾡがﾡられる・ (例:るる番点この平ﾡ件 

振がその 給片従 にWするﾡったﾡﾡを※さう るようぼ立さ.ゝ 

旅茶こらびに 旅ﾡ ﾡ的お巨ﾡの ためにつさのス つのも の 2ﾡ別ヒ 

あばさら&い。

～ 祭行子均・ =ス低のﾡ朱の倉のた.4:ﾡ«の放登の平占 

ﾡ入の合をﾡﾡの数て引っ こもの が全放震 の平均ぶ入ごある.

夕. みづけられたﾡﾡ平均、 こ九はﾡ特平点の&ﾡびあ 信 

々 のﾡチの ・ さ" を芳焼に入ﾡものてある。例 : ﾡﾡﾡね 

透あし云びら々の区ﾡの近ﾡかろ平方造るﾡする-立. ﾡ 

みづられ三特平方区きﾡ行われる一そい z多くの第合には 

噬一つの正しス ー 平点店計生てある、

※ユﾡ 主評番

ﾡ社区査とそ そはる字2条め. 次り分. 紅づ. 新いいせ

を計等し、 ゲループ2秒反い . 例乙※める. 主 登は主Yb 
てそのﾡらた女泳の ﾡ西2 5, この時にそれろの女ば-ﾡの 

参断2行われ、 主 り z 永ﾡによ っ 乙ﾡ頭される.

そのようこして一のﾡ采が木めら。 たヒえ令ﾡとそへほ 
がの 家から求の次ﾡぶ江峰が計ﾡさ てスっ-
めろいは失恐から一来の1椎鈴が行つにな。 たヒ之ナラが翌 

に現し ていっこ と から「ﾡい士素がゅ恐レとていや二と」が結故けナらCっ.
萩之行う ことによ っ て得られた女ﾡの 正しいﾡ味が枚討される。 

たとえばある土ま い区ﾡの森旅面惑とも つ と広いﾡﾡの森ﾡ看ﾡの 

比ﾡ. さあに呼系列から発ﾡﾡ句か推知される。 最核にるらゆる率 

ﾡメルクマ ール立部分的判断のがから/ っの総株ﾡ判許が*かれ 

る ・

さらにﾡの方条 C ル ルレ= accw-&xイ～2a )にﾡ別台ﾡ孫が与え 

られる・それい一意深い西ﾡ預係るﾡ宏する使4ともっzいる。 そ 

のさいう ○の方去がこ別される-

ぐ 差別宏 ( PifPeu2znetActe, Methode des UncerSchied) 
この方去ばﾡﾡﾡきものとしてﾡされるﾡ虫た / >にた

49
左し ているにほごるる。 / っのメ ルクマ ールにしるﾡった 

&ほが表される。 この比武によって「セﾡさたﾡ係び存たり 

ているかビう か」がわかる・ 例;業ﾡY灰意のﾡ翌.

2 ﾡK式( Korre/ation5methode, Nethode der 8eale;t4nderい2en) 
因果的な ものと い てﾡﾡするﾡﾡが大さるにU たがって概階づ 

られているこさのもの. たッたばいろいろS経送規験ツぶﾡの要 

取。 .

2章 ﾡ旅済ﾡ ( R2u/P/anun8 )

先/埼 既A.訳ﾡ.逃なば

ﾡ然: 条ﾡﾡ所計ﾡくﾡﾡﾡづけ2ﾡ表) ( FoスSム/;chen RaL- 
mP/anuna,Raunozdzun2) さほ示地塚配(Forsム/;chenYc3;0- 
nalenPlanuna) の-部てあり ・ 主こし て緑点のﾡ的司分にK係 

る. さberts によれば奈ﾡ秩やづは-度の旅業のﾡﾡ的か 

xづてあり、個々 の森林経進の 領城を 龍 え. -ﾡの週賢はﾡﾡき 

たは岡K 経 ホﾡ ほﾡ授立ともに、兵の及添の短徹としての夏シ 

によつてﾡされ. 行されるものてるる・

ホが透計画区ほ、 ホﾡ端所計風 (例!、森ぶと受光の 系 づけ ) 

2旅点次ﾡ場計画 (例: 本旅のﾡﾡの配か)にこﾡされる- ー 

ﾡﾡさあ ら ゆ る汽ﾡ府づけ計乱込 同はに森ﾡ画にも、経台ﾡ 

ﾡﾡ隊にU たがっていろいる☆ﾡ味 が上 えられる・ こ土が未ﾡぞる 

ればあるほど、 まだﾡ氏火節性格2ﾡ山もっていばいるばど、 そ 

し z4位ﾡﾡあEリﾡ人ロ女が少なれば少いほゞ、 ﾡﾡ替ﾡに 

きすます多くの可ﾡ性か与えられる- -Eの住氏«が塔え、 そして 

人ロ盗忌がﾡ加するに たびってﾡ行可ﾡ佐は来り ・ そし てさいご 

zDいる条点と、 そのほかの科Fﾡ(例、ﾡに光ゝにﾡする 小ル ﾡ 

的権ﾡにﾡ雨されるし かし そのためにその貢味を失うよう な ニ X
ない.
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ﾡﾡ毛計員の坂ﾡば「系がﾡ計の 目ﾡを支放する方去(バ- 

ethoden un4 Yof&u) 」を夫ﾡする。

百ﾡ : 株株場ﾡ浜ばつざのよ う ぼほﾡを書っ ている .

Q) 吾兵経ﾡ的にﾡﾡのホﾡ生産の ために凶系だ立ﾡわれるよ う s 
-資属氏のﾡ旅を積のﾡ持ご確係.

b ﾡのﾡ条部門Xの灰係において旅来にﾡもよ く 立している土地 

の去旅の 維持Y及.

c) 株ﾡほ定作ﾡの杯ﾡから、 系な係塚Yの上にある来旅の 

雀場と数及

4) 後係表とﾡ然係愛

主太ﾡﾡ:法 旅場 ﾡ晶はそ防的(例: 各然係式において > .

防とﾡく4 : Kﾡにっいて ゝ.さらびに主ﾡ的(例: 姫旅っいて 

に行われわば母らb.
赤林所計ﾡには3 っ のﾡ点mﾡがるる.

Yれﾡけの ( Yぬvie/) 転休が存在すべさか?

ごこに cYo)あ休がをなすべさか?

ごんa( /e2&oz )麻ﾡがな左すべさ か?

これらのﾡホほﾡの経ﾡば「ﾡ在あるﾡ旅の大ささ、 ﾡ豊監資ﾡ配 

分ならびに有ﾡ配分が. ホな株給、 ア生雨. 係番百ﾡに対U こ 

え分かゞうか」zい う先天町ﾡにﾡづい zい る,

Yれﾡけの赤旅がﾡたすべさか?

木ﾡ族給とﾡ生同の確係の ために凶ﾡおだけ. 地城でﾡﾡ込 

泳ﾡぼﾡがそのっYﾡをされる。 多く oホ炊族為登が凶そズあ 

ばあるほどるすきす多4、 旅、を符るためにﾡわるばでらせい. 

ﾡ城ﾡさら びに経済約営ﾡ株 c stanxoaaxgexxc&ムx) も る 

達されなばさら合い ・

ごこにﾡ旅が各在すべそか?

科左、広山業、 工業ﾡ設に対して不ﾡかぎりにおいて絶対ﾡ 

ﾡの上に・

旅な株立の上に。

幼〕令旅の上に。

の巨やにきい ていさいかざり において従来の旅光の上に. 

さらに、ﾡの方去よりも一ﾡよくﾡいている土の上に、 

Y く にﾡ左の ﾡ旅が桜糸され、 よﾡ地が森ボ係食点く 着雄 : 称 

火貨 こしてﾡ甲さ九るのてはsス、 ﾡ業以のほﾡにﾡ甲され 

るよ う さ最合、 残ない たﾡﾡ部分之孤立さ七ないよ う にするこ 

¥ ・

大さく ほこまったﾡ旅友合失を分さしふいこY.
どん a赤ﾡが海左すべさか?

はﾡ該森なﾡﾡさホ放ﾡ署Y 項 の立ルによって方ﾡうけられる. 

株林生度のﾡﾡ性のため. ﾡ政確ﾡはﾡけおぜきらぬ. 。なな 

の 重類" のFには、 さらにﾡ点がるンきって各左しているかYう 

かというこ*く APescA&caoAoic>ゃ 紅な づけ c ◇2a 4x9 )、 

さらにはﾡ点の右ﾡも長する。

ﾡ2怖 森旅ﾡ ﾡ計ﾡにおけるﾡ術ﾡを

*ノ:※凝

ﾡを恵、 利電強立経区ほﾡくB&。u&。シマwれ>のﾡ公、 ヘロ/ 

人当り赤分をﾡ、杯地年く 血”/%/h ム龙>, 社会ﾡ. 「 哀捌 

さらびにﾡボﾡ産業の記分・ 価々の点ﾡ* <#oクaow&z&e )にXする 

対町の記分. ﾡ分の及ﾡ. ホ業的立場からﾡ土8ﾡ林浜紙賢 

すき○ち株林生然送台ﾡ生単位 一 ﾡ揮等ﾡ点宅立立地条ﾡによっ 

て、 ﾡﾡにこﾡづけられるもの 一 cXxausSによる)にこ分する 

こ 乙 ・ 

フ 資ﾡ:

登ﾡﾡ計 (意業ﾡ計、経送維計、人ロﾡ、攻未ﾡ査ゝ . 蘇点 

部左、 ホ枚よﾡﾡ餅計、 な枚ﾡ後ﾡ世、 特殊さ摂査、 添旅ﾡ条条、ﾡ 

ラ 皆、 文ボ、 地方ま、 占 い火面。
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ﾡユ系;欠長

②) 2のものに函するﾡて

条点ﾡﾡ計習は-最劣さﾡ土計風ツ協ﾡにあドさらめ、

そのほ かのﾡラさ . ホ、ポﾡさらびに-ﾡﾡお経ﾡ結姫の 唠扌に 

さらびにそ承ﾡ句にﾡするﾡ死ぞある・ 条逐、 エ茶・ 点、ﾡ業、 人 

可※及の長点を確己する。 -報ﾡを点茶台ﾡ係にﾡﾡする。 

受ﾡく La4。 4t )の分ﾡビ共Xﾡグループの形段・ ホ系立そ 

の地のをまYのﾡ正の部確火。生愛2太ﾡ系ﾡ. ﾡ並距索 

の確定・保安 係ﾡ区 休東地区の璇貶,

これらの仕ﾡの原町「大さなものから小ささものへ」仕ﾡを 

ﾡめる二とぞるる。

bゝ 長浜;

どこに長旅セみり. どこに遊ﾡり、 ビこ旅株が不手(ﾡ復、 

第条)か.

浜点、②いかに広ﾡ七なば8らめ か。

ﾡ蔵の 衣ﾡ立点規ﾡの ﾡ辞 ・

c) 計司の形式

ﾡ逃支書

計: ﾡﾡする示旅面ﾡYダカすべさﾡ旅面ﾡのﾡ

支旅午為Y 商ﾡ行為の未

ホなﾡﾡY立供給可性のﾡ 台。

グラフ( グィセグラム、ﾡ終らど込〕 

例: ヘロ盗ﾡ

ﾡ休及

々級区来く 渡次立 ﾡ系歯特 されるべさ状ﾡゝ sご.

光 函(ﾡ 旅、場 ﾡ計画の ・安占逐ﾡの 地区 ) 

株旅記か 

工農品会

阪ﾡﾡ 

予ﾡ ﾡ
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ﾡﾡ

ﾡ3章 悪業計動(DiPossY&'e BeYYts- 
chaftungsPlanuねa >

2) ﾡ人 こ百ﾡ

域事共ﾡ く ﾡ計風 c ega 9w子d /どaz2a»と ほ 為) 一 

地ﾡにあるﾡ左のﾡ旅かそれくぎ着ﾡ: =兵府) の課ﾡをてさる 

だげよくﾡすのに手ほﾡﾡを確定するこYを巨的込する、 そo 
さい. ほす先/にぞさるかざぶりﾡ誉のホﾡﾡを方え. それから 

経ﾡ的ならびに社会倫ﾡ的さに し たﾡ生左ﾡの維将に対す る 

株旅のﾡﾡふ状だにっい てﾡえる ・ 福々 の経きの給対ﾡ力を超え 

だ経※ﾡﾡ求の年条( LenKux2 ゝ(例: 大 取様きﾡた の舌ﾡホ、 

大虫きャ大L密のを証うもきたそのにXす。 ホな生ﾡ度の巨 

的は-このﾡﾡ(Mnezゝをﾡけるこツﾡく ・ ﾡﾡ経をのおﾡを 

ﾡﾡするもの こ、 -このﾡ武こ言ﾡﾡ径2ﾡするものにわかれ 

る・ 「ﾡ系京得されるホﾡﾡ受のえﾡのたわの-ﾡの業ﾡﾡ0 
ﾡﾡ的確こを、 大地ﾡの計愛は. きさにﾡ系のﾡ受の不確ﾡ性 

のEめに. 最ﾡから、ﾡﾡヨー面ﾡ確ﾡを避て、 た、ﾡいﾡ乱 

C 以寄必！ 今cnpoxt )においるのみしか行ﾡふいニと」は長飾協点業 

の 住賃 ごある-

地坂業計風一級に/ っの正いい旅ﾡﾡ経客方法のﾡﾡﾡ巻 

・示にﾡしてきﾡﾡ宗をもっている。 こ々の%合に、-資のある 

) ﾡ達て彦い番業に昭し て、 ほrTﾡの孤にもﾡﾡのﾡがあるに 

いても、各旅末の 送点ﾡﾡ* c 時2無た並点、林办製 貸. 森株 

係複さごゝにXしてば当ﾡ、 疑店がきい、 

b> ﾡを状ﾡYその欠のﾡ査

経区計画の ﾡﾡはるpゆる 旅ﾡﾡ計桂ﾡ込 浜旅を徒乗てあ る。 

さ ら にﾡﾡ計からﾡられた平条を託照し そ し てﾡ宏品ﾡ括ﾡ権論を 

チlをだすためのﾡ的ﾡなンﾡ新が受ごある。 そこご欠ﾡ(例
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i 高ﾡ下炎術>や振失手( 近旅されるハ ないﾡ光、 隣旅光に対 

する考ﾡをわふい 二こ, 合 百的々さ作茶そのほか) が請らか 

にそ、 そいzﾡ央原ﾡ(4: 受毎経客) や復ﾡき歩旅ﾡそか町 

らかにされる ・

百ﾡに・ 防除C Exん4u?) が信々 の経をの絵片ﾡ力之超えz い 

たり、 た 経経 そﾡ風によってきにふったり するよっ a森 

系然ﾡﾡ ( 例： 金旅運xゝにいて 紅起 のﾡ件(ぷ: ﾡ左 の ﾡ 

地、ﾡﾡをれる音木ホ糸、経姿の包給話にからの味絵可ﾡ、 音 

首業名かろの株給者 縦性 • 労ﾡえふどゝをﾡをし、 そいてﾡえ 

されるべる近ﾡ子たをﾡ2. ﾡ左の ﾡ旅 可ﾡ性込のﾡにめ受で資 

登を行う・ そのほかの超経そﾡほ系ﾡ率ﾡに対してもきたこれこ 

※及 し たよ っ昼計ﾡを資する.

ん 、 有及、 経老ﾡﾡ刑に地求釣さﾡ旅近め者をるここ、 

2 ﾡ々麻外の 本京ﾡ愛 の添旅米ﾡの換を問及ご認Fﾡをゝ 

ﾡするこそ・

3 愛斉旅以外のﾡが経ﾡの々の経送計面のﾡﾡ立ﾡ河Zﾡ制 

省にまﾡする-と

4. 有ﾡ以外の示茶径客に対す るﾡ則ﾡ合ﾡ京立動音

、 特奈おﾡﾡ炎く並旅の通ﾡ. 大Kﾡ言ごゝのさいに行せっ 

時殊河 査会 こそれにもとづいたﾡ

4. 国有旅以外の未旅所点為の落ﾡと&ﾡ

ク K、ﾡ動、ラジオによるﾡ.

英4 章

ﾡ名、ﾡﾡ、ﾡ

他 域 結 収穫 計画 ( R2タ とona4 な c子e.Acoca )

光坂ﾡ区茂計ﾡは「さんろかのﾡ済ﾡ続ﾡく例;原綻ﾡ経そ) の 

もこにおいZどのく らいのﾡﾡ がム ﾡてなるか」 いろ こマを確ﾡ 

する・ 林条的計面経済の この課ﾡは太ﾡﾡ野がﾡﾡし て いるﾡ代に 

おいて. Eﾡに重ﾡ営ﾡﾡてあり. ﾡ膚に、ﾡ々の森 林経 ﾡ0計 面
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資 科 が意洋 づられていきい場合には・ﾡ常にﾡﾡ怠塚題びある.

地域的収穫 研 面ほ/坪. ほたばそ以上のﾡ語にっハて-支0艦 

成の杯米の給村能力 を査する .

それとﾡﾡに低維省る 総付 能. 力 き たは一足 の 初資 の もとに 黒栄的 

にわれる還皮または姉が言ﾡにさる.

診灯 空力 は 龍 京木原 阪、 々。 営融. 支経. 族種 に 関运する. そ 

のとさ、 社人ﾡ藩ﾡﾡに もこざいた絵付«なのﾡ火もまた晋ﾡに 

ほ る ・

さらに低々 の 茶は 雷 演のいろいろ 旨 K振ﾡ力、(例:塚に太の遥 

次 に 対する 関 遺 づけ の 制 限)tまた言んらかの対式ご秀ﾡされるぼ 

百らぬ・

第/姉 大地城 における収遊計画

大地坂における坂ﾡ計面は次の2 っ のﾡ去ご午われ る :

ﾡの経をと市町六ﾡ域の収賞計配をﾡすること.(妖でﾡ :

=ﾡﾡ色花ﾡ版支計ﾡ)

地 就的 盘烫喪算径とと リ ・ とめにさ って ・生台に 気太する-z。

(家ﾡ装: =総ﾡ的北反点ほ画)

② 経後的た収叔針習

経墜的以坂成長、 す合わお一産の徐合ﾡ方去、 ド信なの経

I 哲 の 広 幾計面 の 合計 によ る ※的 a坂費 ・ o 哲をに 、、

この方法ば「Eいい、比戦西縦さ、ﾡ-ﾡﾡ尽にも立づいz作

られた、 造切さ、收 段計 四 が炎麻にすべその 森旅経後に ある1こ 

いろこ* を埼長込す る、

この方法の実ﾡぼこの*ﾡの人盗き冷なを桜とする、 それは

-校にい「す ごに孫旅失ﾡく 3モはすく aく xもな表め玉) o 
ﾡ ばにﾡし て -袋ﾡに支ﾡ オる方 者 がぁ る 場合」に o み毎左す 

る ・

り) 総括的地域ﾡﾡ計画

各森ﾡ経怪 に切aムﾡ甘風かある立い ろ協坂がないﾡ倉にせ、
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て常、 統括的地既ほ壊ﾡがﾡぶされる・そのさい、 みぶを 

よってをるれた至が、 ﾡきのみたﾡﾡﾡ阪のさいにをﾡ 

作られる点ほ許司のほ則にしたがって評霊される・ そのﾡ、 安 

, 再 談. 性と ※ﾡ在 ② 権 る三めに・ 主ﾡ当料崎がぞさるかるり入

らさいように丁ろよう尽ﾡﾡZ展同するこツかﾡめられる、 

ﾡ括的塚は渡 画 の をﾡ見区ば「色 ノ の孫炎経徴 く Machh入ケ-

sgefvae ) き三そのほかの余-ﾡ a経海な (&めA。し & 4 

ム。c&p.szg2。) ¥レz一ﾡ ﾡ合点の 業とﾡ条するこY 

ある。
-9の赤ﾡ経を(例: /iのﾡﾡぶA) 口河D ても、 4 f 

政以ﾡﾡがﾡされる ・

万去技斜ﾡに5原町Y し て ・ 代番ﾡ北反収終におい こもま た 

経後ごXの浜旅洗条ﾡﾡ蔵て者ﾡ行われてい ②よ う さ岐ﾡﾡ方 

去 が展同 とれる・

X 信々の力去

の ホ、/イ2当り平点坂の/ﾡ・州:係党的絵付に やいて5/ 
合によってなそれるる起、 ﾡ. 石ﾡ別に短づける、

権麻ﾡ«の意足、ﾡっリ・ﾡこ系なく:来除のくまたほ低 

支ﾡに求められたゝ 平ﾡ宿ﾡ々からも乙めた係数) にさる等 

正 ・
その低はﾡ歳長や京殺ﾡﾡ(ﾡﾡﾡ的生受ﾡ) .■まめ 可 

れ る ・

b) 生そを去、遍算 生 異垂、平均•生及 委、 ほたはそのﾡﾡの生科 

更 の 絵合(例: 品方の生長置2たし乙コごﾡったもの〕にも ■•, 

づい乙権こする。二>ごもほた生長ﾡ去は々紙町係とﾡﾡﾡ 

なﾡﾡU た修正系女の 使 頂に ヽ る 修正が行 わ ぬる ・ さ たた え 

いろいろき各方や人 がﾡﾡ的正を行 う こがﾡいこンてある 

にしzも、修正 がﾡ ﾡ的に行われるここもある。終.一 佐と 比" 

西ﾡ性ば主ﾡﾡをﾡのﾡﾡによ っ て ジ然的に振われる ・

手段立しzﾡﾡのﾡ後表が云い合にほ、ﾡ去にわれた
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装優や生要受に樽する経環数を便博せねば声ろめ.

C) 令紙法。信京経客の京旅ﾡﾡﾡﾡ京«さいにﾡ甲るれる令妖 

去ば. 他域 収 覆 沿画 においてぼ 近、そのままのﾡ式ぞは及ﾡ 

ズさきい。 ふん立ﾡれば比萩のかに凶ほ念ﾡﾡ台人ﾡ状ﾡが 

存をしてさらず、 あるいそのようほ度ﾡﾡ会な状ﾡはたゞﾡ 

ﾡ的にのみ. そして為ﾡにﾡ同されるにすぎさいから。 CU 
ろF物Y し てﾡﾡ済ﾡ去く VowatoakcシuuexlaAuc ゝ をﾡ同 

するよ3がさい・側: o 以 上の差々表京を> ほ以に全部 

糸す る ことを像蜕 ず4 こ X. 工ゞしその時、 足別 ふらびに 

叱 依彼 斯 に 差.此区 っける。 芝冷 床 の は後 量 に幼、 々点の区

( Yマaxイaw"2 ,HPAepeRee 4 つルe&-Powctwg ) 試が加え

う れしなばらぬな っ

ﾡﾡこし そはﾡがホに下する点殺浜のな泳、経験太、表意に

対する-こ比率、 合によっzはもっ立ﾡ\ﾡ収ﾡ率(経茶

) ぶ日ﾡとされる-

ﾡ旅ごはきﾡ、一たの 経験念 がペ両 ろれ、時こしてはこの経 

ﾡ女中ﾡのﾡ成く上ホの少いもの. 上ホのヤ来のもの、 上ホ 

のﾡﾡきも の) によっマ段「づら九る ・

旅、には、 こ区ﾡ針乱にﾡ幣、 ﾡ点てある。さん2ふ 

ﾡ旅はﾡﾡ(Dor&多) 2供絶とず、 二ゞ居光的る支味だし 

かもっていでいから。 ﾡ季さ5合にはメ あたり反糸収ﾡにK 
する-この経ﾡはの 悽廳 で充分である.

d ﾡ立ﾡさ去Yしてヒいゝよ り も む し ろﾡﾡのために利同録(M- 
子n多/vcみeな。 ゝ の方声 が 便宜される。 そしそこのﾡにもﾡ 

産冽、地経別 のこM がわ れ る ・

短合 e 表 .

一板的には、 経遂の計風のとほじように、 塚坂ﾡ計 風 

もきた: / つだけのﾡﾡﾡにもとづい乙らづに、一ﾡ次きき 

ﾡ人性の己め立、いろいろ宮係統ﾡ坂之確係するために、 たく さ 

ん の係ﾡな候甲する二込が勧められる。



-59-
それと!に:

こルらのいろいろふ係紀ﾡ浜の 政ﾡの監こ的ほ全係老条立全きモ

. る Eは形式的&占等評価 (例: 々 の係をﾡの成ﾡを合き計 

b て原ﾡ送係の ※てマるここゝ 

ほたは

係袋ポ 受にﾡ孫きﾡみ2つける二Yく例; 生受を去のヌ系に%の 

dみ乙って評公し、 令妖ﾡの政ﾡになのﾡみるっUて訴価す 乙 

二立

がﾡﾡこふる、

ﾡﾡ状ﾡパあらかじめいろいろS本ﾡﾡのﾡ強にされるのY Aト 

さじよろに、 本点計ﾡ存ﾡ状絵の氏間のﾡ式にさって、 表ﾡ= 

られる ・

資係の域頃表計面の例こして、つざにバイ エルン画1旅ﾡ コ 

/夕4み 年に公点 0 たﾡﾡの 抜率をか、げよ ら ・

ﾡﾡﾡ& 係紀ﾡﾡ 全ﾡをのﾡ査にﾡするﾡ針そ

A、ロﾡ

森林ﾡ株条ﾡ反によ っ 乙られたﾡ卒年必ﾡに多 く の 遂点ﾡと 株 

ホイき の場合にさち4 ヨっており ・ ﾡ左 の 保ﾡﾡ給行縦力 にすさ

担2早えて い aい. bかも 保ﾡ的給付 ﾡ力を知るこYはﾡり当 こ

の記分ふゞ、 ならびにﾡ氏ﾡﾡﾡに対い 乙以受ぞるる。 来の * 

旅ﾡ業ﾡ縫ﾡはどのﾡﾡの も の も 一燃に、 二=年以吹にその及米な 

擬失す る・ ここ二三年のために/ク4ナ /k? 年の 伝ﾡﾡをの 取2 天 

ﾡし てﾡ足的は係ﾡﾡ順本年以正を計する .

エ 原劉.

以下ﾡﾡされている方去はっごのよう 氏 ﾡ塚 からられている: 

王修ﾡ判断なぞまるだけ排ﾡする 二.

比監可ﾡきﾡﾡ年化受を統一的力去ぞ声査すること

与えられたﾡ旅状ﾡをいろい ろ宮ぶﾡぞ考及すること

I 隔々の 弱会 における方天

終/ 部 : 番旅

係ﾡﾡ脈卒年受は生氏そ表、会ﾡ去、 消点拳の平ﾡによ 

り※める。

計末営立該灰ふ 条ﾡに おいてはノ。のﾡ叔をﾡﾡ込し、浜 

枚灰ﾡﾡにるいては/ダ0のﾡよﾡ之立する。硬ﾡﾡﾡﾡが 

ﾡ点地ﾡ度の0ん以下を日めるいる時にけ. これに対りてもまた 

/oe ﾡの 論 ﾡを長ﾡす る ・ 

ヘ 生長登去

営素書Y教ﾡ公系古のﾡ率 枚 ¥

-(K年生長動十(00年生の平生氏そ) 項\の平占番彦人 , ル マ 痔
ラ *$2 F

ﾡ校公炎営の 係卒区長

- C選座生正手 2 ち 42 生の王白生番愛 2 x 型のチ究を強 *ベ*ﾡX

ﾡ:ﾡ放ふ素ﾡが天山ある場合にほその旅旅※から 「 

素めさらびに欧ﾡ区素出の業紙」立「硬枚 末ﾡの 

作米紙」 のユっの ﾡえ的作業ﾡをﾡる。 生ほ至Y 
ノe年生の平均生受量は条がﾡﾡからもとめ、 /ク2手生 

の 平均生長そばﾡﾡ来から総的に求める ・

式次平均ﾡﾡ令を去正平均猛ﾡ々 てﾡった市 ほ 義就係数 

之考浜丁る - 4年きい bク0年よ り も 高い運矢の平均面恵 

令ほ、 たご例外的にしか存ﾡしふいが、それはﾡﾡとb 
互 い ・

ス. 合送

様卒与ﾡはつぎの c②ゝYcbゝ yCcゝをなえﾡものぞある-

(& 計来ﾡ立政ﾡ氏素尚の米ﾡぞビ0年生以上の旅分の複 

ほをスごﾡり、孫放区業ﾡの糸伝ぞば/ス0上の旅分 

の福意 を。 ごﾡる。 ・ンターフランケンにある ノスワ 手生以
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上の ナラ点てほ/2午の収ﾡ( Aス4や4ク23432しじっ2&m > を 

るてほめる .

(b) そのほ小くﾡ: =(②)外)の今ﾡにおげるﾡば森、

こし、/ にっ つさのぷご計ﾡする。

〒 -

二 -

ヘ ル バイエ ル ン

ダーミ/ ェルン

T- ベルパルツ

Tールフランケソ 

ミッテルフランケン

4 子W 

ク クgP

2N臼 

2.7ofw

o.7of
シンターフランケ

シパーベン

ン クタ,め

Xぷofn

くの、グ名P) 

(o.47 Ax) 

( o.4 Pn ) 
( o47 Pw ) 
< 0.70 A ) 

C &ク P ) 

c メュ? )

(括4の平の 坂子は面ﾡ麻におる/ク3 
の ﾡ皮 の ポ系卒与 を どあ る.)

こらのﾡに国有 方、メ 外 の 庶林 に も 港常 する、

平点の保統送率年要ほ生ﾡ氏去ご々ﾡﾡの 平均値こb そ※め 

る・ &級び下ホの 普点さ れマいるﾡ以京立い z 年がﾡ 

定され乙いる。

^ 生受を去

生ﾡﾡさ五当 &ﾡﾡる びふいﾡ合にば経験台数値にも立づい て 

え融る。

上ホの少いﾡく上下が ゐたリ s。 下) の埼合に 

ば生長託Z4»/メュ 立ﾡﾡり

上ホの 中ﾡぼ中旅く 上ホがた るたり o～4e 丑 )ては 

浜ﾡるメ々$/メ2 ﾡﾡり 

上ホのﾡﾡほ下く上ホが 当J o～80#> ては生受

22 " /AxYﾡﾡる- (ﾡ看:4= &xdeuなuct = 

素 炊 L 3
3 Aﾡ去

い 乙 冷っ ¥

年

CC) ぽﾡ広ﾡﾡにおいその

冷ﾡ ィノ～40年 ご立ホﾡが 久 クチ

・ ど/〜>o, " " クめ

" #/ ～ /20 " " 445 以上ある点

分ては、 そこきご立木ﾡを求ずるここによって旅六複ﾡ を 

少さ七る。

ﾡﾡﾡ少ﾡ-ﾡﾡの 立 ホ凌 X クケ、久 クク. 44よ のホﾡ 

の振意ﾡ通をルごiっ たもの . (右根ミ=標年代・

3. 利率去

ﾡ李年久番<ﾡ権ﾡ( Da&&g多voxcxt )
ダ 溶收の 整 定的,標 率 母代 震

の スケ /。

=〔 生長受宏によって 来めたﾡﾡ放ﾡ十令ﾡ法によ っそ求め 

た爆本年似番( え令ホ消条十 面 战 収穫 十 協 積我少 数)+利 雨 

ﾡによって来めたﾡﾡﾡ放ﾡ】 キ3

ﾡ2部 ; 中点 

市ﾡの上ホの伏系最上木の2.を灰ﾡするﾡこする- 

あたりの平均ﾡ承点気なのﾡﾡ結ﾡから※める。 

解李坪区ほ-号*α4*メ りﾡﾡ

3. 者 旅の ﾡ史的係ﾡ係ﾡ年皮 氏

-〔 生ﾡ証によ って※めた塚楽年反ﾡ+々級去によ フ乙来め 

脈本年及要J ミa

ﾡ注 : ﾡ麻に対U z ば客資的ﾡﾡﾡ年水 の計ﾡは行○る 

ふん立ほればそのﾡな生浸C D-c&v&eyyug ) は o 
等しいから。

た

い、

に

第 ヨ 部 ； 全森点 :

た ポ 本 反 堂 = 薩 は の 標 奉 年仅莖 T 中 林 の 棲. 準 年 ¥

C そのか 

ﾡ的係輩辰年年夕 ¥ は

4) 各乙く R2 wgAタン火 ) A休に対りて
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b) 血 局 示

面 ホ ボ 杯

私ﾡ示 (/クた&以上

・ (ケ～0i)
・ co〜5>

の 各ﾡﾡ 毎に •

c) 点ﾡくきろびに及ﾡﾡにおるﾡﾡﾡ) の部てさ、 ﾡ 

ﾡ. ﾡ示.仮 京 に分z

•熨する。

. すべてのは客と反ﾡばE mたP&oなceイc ど&夕 2・ 々、

( 灰者 注: K片系高 3 > 之多する。

a. 各帝撃 さﾡ ﾡの計ﾡの za にほ私月派にみいて もさ - 

ﾡﾡに入しごい・

4 催示ﾡいられてるた. 森旅旋ﾡﾡﾡﾡにもとづい乙支されテ 

係卒告脈ﾡ必※ゅ ネﾡ(面有. 問麻点点 糸のある 

私 点系う 別-、 全に C 2argez え&子ou42&nん つ を合計し 

たも の 之起部す る ・

s . ﾡ経をの 計ﾡﾡ、 所相経別に分け てくいかし で旅・ 〒 

点、原ほ旅には分づに ﾡ.支的 にホﾡ依糸浜ﾡから ホ ﾡ こか忍 

伝 ラ ・

小、乙(た込えばるる部) -Uて. さらに行かいﾡmﾡ言福 

浜を加えるこ之がズさる。 ; 係稼・ 花ﾡにﾡする意ﾡﾡﾡと 

K b、ほた、蜀資的修期も参科りて. 々妖衣ﾡからﾡ区ﾡを 

m本する 二 と、さらにはﾡ約に拒振武ﾡごﾡﾡ小各ﾡ客撃: 

ﾡﾡする こ・ ﾡ雇別 配 かは々級ﾡ経ﾡにもYづ い乙ﾡﾡ さ i 
侵点してをこする。 しそのさいﾡるにべ客西ﾡはﾡﾡ、 く # 

;パルプYﾡ ほﾡ括ごきる。 ﾡ系の枚ﾡ別配分にﾡす c 
経ﾡ値もまた、 ﾡ来の枚程記分にする版地Yﾡる。 そに '.: 

つzﾡﾡﾡ本の結県之凶愛な合には正し て硬悟する .
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ﾡス節 河りる乙ﾡの ﾡ公

ﾡ/ -抵的原ﾡ

信 な の 浜添ﾡﾡ へのﾡり あて返の 配ケ はaっの受っ 経点 にもと 

づいて行われうる ・

一文話次の ﾡ休京業飽ﾡ係るﾡﾡたずに添旅経送の 均等ふく・ 公 

平a" > 氏ﾡを現長して 既方 るう。このようはくﾡﾡﾡ=ﾡ次の〕 

絵杯旅 ﾡ ﾡ ﾡ係 二っざのよ 5合ものがあげられる・

②) 合記分ﾡこのごさるかざり最大の にﾡ可ﾡ性えもえてほﾡを夏 

分する。

畑:紙塚ﾡ係ﾡ性の 系町の 設、 その受合、便々の ﾡ旅経き さ、 

その 浜旅経せせ好0保ﾡ的ﾡﾡﾡ力 をﾡとずに、A*的係ﾡ先 

の仲内ご牧等の給付常力にじて. 収ﾡにKﾡづけらる、 この 

方表は及友ﾡ産の広ﾡﾡﾡ止 cAyA火wny> に区ﾡするようさ-支 

の経済政饿的国系原理を询梃と す る・

b 社会ﾡﾡふらびに旅業介的長え(例;束ﾡ旅の栄後ご公送的ﾡ 

ﾡのﾡ点所ﾡの原港) を場ﾡに入れにﾡﾡ配分. ここ に 氐包欣旅 

ﾡの沼ﾡ が生 ず る、

ﾡ2 ﾡり あ てぷこかの求ﾡ的方法

大ご坂的ﾡ分

人 ﾡ「有ﾡへのﾡ介

N 小に城(例：函汰悪福豆)への配分

赤ﾡを的記分

がごされる.

/ ﾡ有ﾡへのﾡ分

二れはホ旅るﾡ(ﾡ地をﾡ> ﾡ浜年番会計、 運年生委要合社 

の茂たるる尺ﾡにいたがって行われる。それ外の孫ﾡ並ﾡ(例; 

本ﾡ合計. A妖状魚ふゞゝはﾡ々のﾡﾡグルーへの配公にはあ 

ヨ りいていふい・ さんYされば、 それらはﾡに多くの艦資的判

をぬを立U、し たがって -ﾡの文ﾡ性乙ﾡ-性を欠いてい るか
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ら・ﾡあ( 3-&2み4し.2と&と &43caa6& うはこに従送 す る 条

が多んばるいほど. すます章している。

々のﾡグルーアがいろいろにﾡ交づられる舌、その ポ析え

台にヌめうれた救子ほならに修正される ― そしてそのﾡ正ば・ 

主乙いてたゞ一たのﾡ・ ﾡ塚(たンえば責系京ては、 その終*分 

の各あﾡ安にﾡされるていうﾡ占から、 ﾡ次旅のﾡ在を約ら 

ずるというよろ8こと)によって行われる- このような女ﾡば社 

ﾡ上ては要ﾡの糸地宮くﾡ互てきさい. 乙しろこのふうほYるに

的ふ&多く の優別督をにも とずいたﾡﾡか示るれる、 い かし 

厂 ﾡ年 ¥ マ年受すべさ 本旅a に対いてあらかじめ『係ﾡの 

ために少るく り二ﾡg て示す、 (例: ﾡ家«ﾡまﾡ生長ほに対 

してるらかじめ主え巨に測る」Yい う万まも き たﾡてるる .

しかしこれら2っの方夫は-ﾡの海部ﾡに似され、 そし て 装 

可ﾡ性をE育にする、

もろ/っの答¥さしかい非格にるらい方去ぼ、 ある有グルー 

ブ全休c たとえば/。く以下の私ﾡ旅) を#り *てからﾡす 二こ 

ごある・ そ して - の係、 経ﾡ的太ﾡぐ燃殺にし たがっ てﾡﾡをっ 

けることもてきる、 このよ ろ☆r法のﾡﾡは r るる-Eの有点

ゲ株所有ﾡの 自 系

の うろにﾡ長込しzい る、

送きぞば、 全旅点く aoye
のために凶愛ごある」という 二

フ 小Zの配分

a ﾡか天彦

記分京及Y て はっざのよ う さもの がほわれる.

っ ﾡ卒年々ﾡ

3. ﾡ年生長炎

メ 株旅ﾡ

ﾡ旅む意のうち・ 旅面恵だ が戸及立してﾡ題にされる。 半

洗ﾡ旅くﾡ常た米2受する土地. やM外〕が幅刑経をの大a
お部分を占める場合に、 それの 少宮いﾡ付ﾡ力 な相たに巻ﾡ也
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あばならぬ・ ﾡこえばもし、 われわれが「半茶ﾡ(Ho&wu&- 

名bww> さ. 全き旅地のおらを生産する」Y区資する%合 

には *ﾡﾡﾡは女の面ﾡて計域に 海み こまれる・F 旅マ ﾡ林も 

超応たにでく あマはとられる・ 同成に係江旅々その ほかのﾡﾡを 

厚する.課林も屈応に若越される.

森旅面ﾡはﾡ分ﾡﾡYり て「ﾡ歳可ﾡﾡのあろゆる をﾡ (ﾡ 
ﾡ 年令、 立ホﾡさど) が来夏さ れzいきい」wいう短済たも っ 

こハる。 それによって生ずるﾡﾡさ、欠面風のために ﾡ和 される 

が、それにもかゝわらず、 不科まは有ﾡふﾡ武ﾡるがﾡ2たE 
める合には、 去しいﾡﾡ生するここく例:平均ﾡにまっに、 

浜ったた位ﾡの2っの地塚の 町においてゝ がある.

コ 解楽年な番

ﾡりあてﾡの 記か尺えと い ての様年年ﾡ受は「ﾡ準な登かあ 

る点塚ほたはMﾡ乙の給付ﾡ力のﾡ系的表ﾡである」 YいうこY 
を節谍エし てい る、これ「ﾡ塚坪ﾡがなお玉確てあり、 装 

従てあり・ ﾡ切ﾡてある」ツいろ商炎をもっている。

爆ﾡ及ﾡのﾡ可能桂は比ﾡ司ﾡふﾡ準 年故楚の読物と向 す ろ ま 

なによって高められる、 Baadz は E=Z+Vw-Y 立い5 Ge- 
rardの公式を紙一竹に使ﾡするこ立を受ﾡした。 しかい K幼, 

02803 , T.&oよ なごはﾡ撃年«監のとこ省確東に魔する方審 

のﾡﾡを合百釣ﾡだ立巻えて い る、

う 長量

ﾡ分京度こu ての平年生長はもらろん「亜年生長ﾡか盗確て 

おり・ 巻以除比・ ※及の承順、 々ﾡ委を通じ乙宏化しふい」と 

うことを前挙ンしている。 生え監ば「生承ﾡ がﾡﾡﾡ京戻 て る 

乙 ・ *い つ長を指っているがぶﾡに「生受ﾡはﾡﾡの給ﾡﾡ力 

く 度司ﾡ牲をﾡすいも正し く表長い さい (例 辻々旅の生ﾡ力 

の 強いAﾡがまﾡﾡびある時)」 立いう短ﾡをもって いる。

Y) ﾡiりあて*の評夫

ﾡりあてﾡの 無に 対いて、 「それ かどの 比基数 cをﾡ、ﾡﾡ
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年ズそ, 生 同流.)にもとずいて 

登ﾡごさい。 以下ボべる方去は 

いた・ しかし以下のべる方去ば 

に応てる .

X 有ﾡこ分ゃそのぼかのいろ

いるか」 Yいうこば始的に 

ﾡ意(玄ﾡ意> な比ﾡ戸ﾡに 

ほかの比ﾡ凡ﾡにD て も娯支

い ろ 浜経ﾡ政ﾡﾡなﾡﾡを及外

し ﾡ分 力 法。

柄：

酔るれるべきﾡ承

改位番ﾡ

ノカ厶 当り針

業 CBezirk) の 前/ホ

/2v。 200 メ

/pP pp た2

ﾡ ※乙 5
琴糸ZA の

く 位猛ﾡ クoeoe た >

( 政ﾡ面ﾡ A4ン

ク2222 Aユ*ノe An = ク2222o メ

" 32P42 爪2 メ /e どL 三 322222 ピと

合ぶ計 L222020ピ 言 いかぎり におい て、 それ(誤浴注=仏あたり須は /メrと乙ﾡ運

頭有旅 私右旅 団伝友ﾡ

宿 ﾡ 3oeogf& $eo0eA乙 スクee2i乙
平均ﾡﾡによるさりある 3gee°eんr タノ/タククル ae22edfr
資ﾡのﾡ求 十ス 广/クタクめークタクノク// -Ae
ﾡの氏 よよ$e2e/r フeeoeメx >egceekr-

・ (.) よよ. つ% >。

だ ※りﾡ摂ﾡ /み3☆r よoパ ノAか

b) 甲業こへの配か

(国有林) (私ﾡﾡ) (田杯ﾡ応) (合 ) (配分率)

20P2f&. /クeePf4 /9ogf4 ダクPvef乙
(ﾡ業ぼA メノ、sメ メ よe合 メ ノo0=344ee2f. ケpe2dr /AP220Pt $/どoeo月u てまス・

/Peee お 22222 ガ乙 /PP2°だ2
(事業をB メ/みさAr * oメ: X /.oド

ノア 3クタシ# 20クブノノ ボ /"パPパPパy- ダ832パク月t こ <P・
あたりﾡﾡ通くSch/zsse/zd/enう は非治に菱逐でせ子

ごある. 有ﾡ別 配か ゃそのほかのﾡﾡく:玉ﾡ) が交U

ずけて —— すなわち. 上ﾡごは人みう、 2s、 /e ぞ 一 承久にﾡ
、 ﾡﾡﾡ区分やそのかのいろいろ &経ﾡ政的 な点ﾡをﾡﾡ

入れた こ分 方 去

そ分さ れるべき灰頑

改ﾡﾡ
/P2e 222冷t

/oク p0o 加.

内訳画右京 3e%
ラ太旅 ケ。 %

ﾡ 稼 海 旅 ユ。 %

ﾡ有林はその平均的区ﾡの%だけ2セり あてられ、 

はKX旅が質福す るごする。

の"
2) 有ﾡ別配か

甲ぞきる。 平均ﾡﾡﾡりあるが/ん/メx ぞあるにはその

■ あたリ 百担は コスタケ ク, /or てある、

同様 に、 上の湿分ﾡ($, 8ん> も. ﾡ有ﾡ係2比ﾡ尺 

ﾡくﾡ武, ﾡ準年似愛ほど)がﾡした合のみ、 委する。 

この方去は、 たYえば大私ﾡン小ﾡ有点の区ﾡ、 保ﾡ旅のg

みリ の

令・ さどによっそさらに改区される。

枚ﾡ刑部 り あzの方去立ﾡ類にっいてﾡに 那 するめ零があ 

る。 これに山の方去が込られる

&) 令ﾡ点ﾡ にもこ ずい -査2遂品にす る方去

b) ボ辰刑保ﾡ年似賢ま たば音ﾡ名別ﾡﾡ年火ﾡをﾡ産にする 方 

法、 この方云はﾡもよい方ﾡてばあるが、 数吸なﾡ件が不Eb 
ているために. 稀にい か小使 えない・

及後に 森旅 為 港の いわゆる住亥跡 等 く E;yoo&4イxシ )に論及b
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よ う ・

条ﾡﾡ有ﾡの 包烈受立ﾡﾡﾡﾡ 官ごの※低百ﾡ(例: 自ﾡ 

甲のﾡ枚ﾡ受, 工茶ﾡの宮この両ﾡﾡﾡ) のために示す木が系ﾡ 

ぞるる。たゞ/函かざりの大きほﾡ牙(例: ペルプエﾡが、 自か 

の経を のバルフ原示を便雨する場合ﾡﾡ型茶) に要 し て ほ歯争全 

が行 きわれている。

計乱の孫の 宮客ﾡのみ競に対い z はコ フの方法がある.

&) さ泳ﾡほをﾡりあての再にﾡﾡしほい、この方ばrﾡ単て 

ある という尽て長済をもっているがいかU 「ﾡ々のﾡが有 

が契 り あて新愛ご各孫きによ っ マっユにﾡﾡ2食ける J. wい 

ラ 六み互短所アもっ ている・ この短ﾡはたし かに一のﾡﾡセ 

ﾡこすることく例: 減ﾡﾡ) によっ< 終和 さるがも かb、 
小永旅ぞ ば二の- ﾡ区平F ﾡにﾡる、

P) ﾡ来ﾡ手をﾡりあてのﾡに「 点有※ がﾡの ﾡ家客ぼを一 

ﾡ透以にちいくﾡゝ あz からそし引く ここ がてさ る」こい= 

形てﾡ施に入る、 この方友ほ「浜族所ﾡ着が彼に されたﾡ 

2 係上それﾡ督いﾡ受が言いのにもらす、ﾡﾡする4命 
を示す 1 といっ気て短所をも っ てい る.

c) 包ﾡ記客をWりるて導の浜たのこさに形式約方表てるらかU 
や方受り そしてﾡり当てﾡを、 ほかの 条旅所太 秘継よりも点 

あ に 枚く夬める. その頃かに甘 み同求京を- ﾡのﾡ奇族下 に 

制ﾡする。 二の方去非にﾡﾡてはあるが、 ﾡい方表ごある

先年 ﾡ校失冷計酒 CDHolzversorauxaep/anuna .
Cゲo/a b;/anzierung) くホﾡ均 ﾡ交 成 )

概ﾡこ ﾡ理

木放失給計動は木ﾡ高ﾡの 充足Iに 
木依族総計風はそれ之ﾡ時口にﾡとい 

着町千ﾡを展甲する. しEが。てこ

す るあらゆPる処怪をﾡ約す ス 

て木ﾡ系ﾡ立ホﾡ族給の ﾡの 

の計風はﾡ然たる 委釣ﾡ整だは
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にﾡらず、 さらにホﾡ区余ご六ﾡﾡﾡにKして 経落苗 に系太科乱 

的ﾡﾡ( え2unWuf& Z&ムnandohvlnaun& ) にきぞ及。

ホ成供給計ﾡにばのふﾡﾡがある ・

忙乙点ﾡホ杯ﾡ総計風 C な的幺为火 ムル Hv&uececeugsA4- 

函内ﾡ ・ ( ;wncobox4&cAa ・"" 3
話ﾡ約 ・ C 子ioc&nct。 a4&.&e ・

るらゆるホ放べ給計画はﾡ人番びたﾡの ﾡこ生Y木枚ﾡ入に.

まﾡ流出ﾡびは消営立ﾡ払にﾡﾡする. .

/ ﾡ 地乙ﾡらびに国のホﾡ族給計回

ﾡ :ホ 枚均ﾡ系 くo/zbilanzieru "8)の秒系

木 村佚絵 計面 ば多く 0塔合、 合目的々 に均新求 C 8J2og ) の型 

すなわち「一ﾡ歯価の使給立高ほの計年釣き、 bかも-たの型式ぞ

行きわれるﾡ」之候同する・

ん) その返もﾡﾡな形式:

木な区

aノec。 メt ノノク％ P

ﾡ引 キの

わ) ﾡ雇、 ホなﾡ入、論出. を秀ﾡした形秘式

ﾡ 種
ベ 沈

ﾡこ消ﾡ 自 こ火 品 入

た木同ﾡ 

パルプ同 ﾡ 

そのほかのﾡﾡ 

液 状

タ 222
W
ス200
/222
イeP2

/ PP2

/220
/222

アクク/

/222
/222
/222
4222

a22 2
コ"" 2
>222

1 / みい02 s20e / ダ-2P2 とpv0Y 
a/202

Y1"ク 0•-------.--- ノ
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c) 断音左ﾡとﾡ不左ﾡ(4 みe - Lnd Em4 メルス〇/ )を粉逃した 

形式

本 絶

活 ﾡ 函 当 秋 茶 ^izA

2222 /222 /勿" アタル 2000 ノ022
先ホ同 P。 d2 /e22 ノv22 /2P2 020 0い0
パップ同 ホ ス200 /e2e /いPい /222 000
そoとの雨バ ソノゥい 一・ — ノクPe - -

| ﾡ ﾡ 4220 4220
:

ス»2p スzグ20__ _____ ノ
士 0

a 木ﾡ治のﾡﾡ

*---- _ 入 伏 株

_-----
------------- 

ホﾡ族給

---■ --
面消後 輪 出 i.e,

2) ホﾡﾡﾡのﾡﾡ

画ﾡ消を

------- -- * 1 出

---

一 末駕 球

一 -

丄
ﾡ ﾡ使絶

------ *---_

東 音在ﾡ
-・.....  .

入 '法 株

f) 個々の 旅ホホホ ﾡと消ﾡホﾡﾡﾡ

ﾡ六木ﾡﾡﾡY消定木ﾡなﾡば先々 にb z-致しﾡい 

例;

ﾡﾡ京ﾡﾡ パルプ甲ﾡ

伊甲台; パルプエﾡ

収※エボ

総ﾡ縁工

歳工ﾡ

ガスﾡ生工糸

小番ﾡ

旅ホホなﾡﾡ : 公ﾡﾡ幹ﾡ

ﾡ商目ﾡ: 手工茶甲及ホ

灰広小ﾡ

添林点 着の ﾡ潔百放

熱 A
点 ﾡ

崩及こ 約や N.&oawwgsauec*c

今xc&en s/oc Xんc夕

机 木

一般的千崎

百台 : 木雑 原放

沿 ﾡ塚: 竹 菜 横•風 放

ム 条ﾡﾡ杯

パルプ甲区

広ﾡ樹王切ﾡ

林六六なﾡﾡ(例: ホ) からの出ﾡ

木 の 企

総「*(&る. 。。っ)共業

茶 走承 枚糸氏 ﾡ , 入I-------------------- t------------------- 1
たホ、給

• ボで 翌 _____

総ﾡ夜 輸 出 東末左た

広』楽 ﾡ道工茶 その区ぷの:体 予 般茶 ﾡ工茶 そほがみポる



消ほ放ﾡ (配性) かろ小式ﾡ

※のた重

g) ﾡﾡ省示ア均新表

能 年 計

ﾡた承 /eP2 2020 洗 ﾡ •

未 入 ﾡ点ﾡ 5o00 入 ク2eo

以 $020 論 虫 — 执 求 5200 /e0b
熱 ヘ /200 航雄舞 a00o 入 αルクク /22P
倉 針 Z222 ZPo 2eeo 222
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「どのく らいの た状ぐ が経ﾡ点 に咲冬か」うここ 2受こす 

ることもまたﾡをてゐる・ これにし てはいろいろ&R消ﾡﾡF 
に-たの径女びろリ、 そいてそれはホな族たﾡ祭によって 矢す 

る ・

卒客をに対んするものば府灰ﾡ給証の確でるる。 二れにい 

て ほﾡ年の不ﾡばﾡ受. 森旅の 給付ﾡ力 にﾡするﾡﾡ、 左 るるゞ 
ﾡ が息にきる-

ボﾡ にっ け に 例 ば個々 の 難肉、こ2に々の歌がﾡ烈に及Kする 

ゐり とまを示している、

ﾡい族総計ﾡほホﾡ放状Yホﾡ消ﾡの ﾡ五経落的託かなめ受Y す 

る。全旅点の累ﾡにWしては、 決送状えの ﾡ が非 にわずかしか

われふハ. がりかし 枚ﾡﾡ良の 配か にKUてc たこえばた不点 
般2位に近い地こて行うこいうようさ二立によって) 多く oほ合 

非 に大a おﾡ性がある - ホﾡﾡの-部ほホホを※ﾡする 
経終のﾡ入ﾡ域における木放よ起にﾡするこのﾡﾡのﾡ力 c KzPz- 
Zt&ど)0顔ﾡてもるる・区K起藩的に不科さ論迷を避けはるために 

木成短 限.純 城 に 〒 木放 収 歳？)影響を更 はる経進」を賢く ょ う にﾡ点 

土おばさらょ- このよう日ポ送く Lex火xz ゝ にﾡ母速ﾡほ家るﾡ 

塚の ホ灰版ﾡ立二の公域におUるホな*ﾡ色をのﾡ力から早えら 

る ・

菊う: ホﾡ株給計ﾡの待

ホ枚鉄ﾡ計ﾡじ不ﾡﾡﾡの確認によっ て はじまる ・ 傾々 の 消ﾡ部 
r(製ﾡ工糸.ﾡ茶、パルブエ茶せ* にKする報告をﾡ料 
する. これに知してﾡの消そ、 千ﾡされる生起婚域: 生ﾡ 

刑ﾡ. 在ﾡ*ﾡ・ &がﾡﾡに石る。二のﾡ、次のようﾡ株 算係 は 

が大さ ☆低めり を ずる ; 例I;素ルノ /=ﾡ枚 ヘク3, クク" o パ 
ルプﾡﾡ= バルプ/ Toz / /wの Tz。 K-&条 = &8e tt の がスﾡ 

»同術、 / T。 の ルv多-&23P ( # d8～イfP 1 = 42L のパルプ 甲 

ﾡ、 石炭/ Tonるたリ の六電で監=2eっクん、 < ﾡゞし これ 地 

万によって非ﾡに坂ふる) なご.

第みﾡ 西K的ホ灰株給乱(bzwew2イa a/4&e

ﾡﾡ的 六区失 殆計浜 低 々 -NﾡY日るﾡの ホ均ま<もマず
く・ りたがっそ 所ﾡ六ﾡﾡ給計ﾡ の 埼条件ば ホウ占本たぞうる。 

二の英確はﾡに上述した・ﾡに本ﾡの比ﾡ可ﾡ性ﾡほごある. a 
出へﾡﾡの 数き回ホ放ﾡ給針局 にいてをまてるる. =nらの 
数ﾡビ信«に. こくにそのﾡ可ﾡ性についてその足しさ にﾡ す る 

入ん点ﾡ封を受する。 ホ初ﾡほ爪緊派しzいるﾡにるハzは、ホ

生においる. 著 の 三めに函 付 生 ﾡ2大さ とる ニこ が启 に
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